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はじめに

日本は、非欧米で初めて人口転換に成功した。この日本の経験は非欧米でも人

口転換が可能であるという希望を与え、アジアの発展途上国の人口プログラムを

策定するうえで重要な影響を与えた。また、わが国は、岸信介元総理大臣によっ

て世界に先駆けて「国際人口問題議員懇談会」が設立され、人口・開発分野にお

ける国会議員活動としても世界の先鞭をつけ、その活動の中から世界初の人口と

開発に関する地域活動として｢人口と開発に関するアジア議員フォーラム(AFPPD)」

が生まれた。

同フォーラムは、９４年エジプト国カイロの国際人口開発会議（ICPD)、９５年デ

ンマーク国コペンハーゲンの世界社会開発サミット（ＷＳＳＤ)、同年９月中国･北

京の第４回世界女性会議（ＦＷＣＷ)、にあわせて世界規模の国会議員会議を開催

し、人類の未来を決めるのは人口問題の解決であると言う基本的な姿勢を世界に

強くアピールした。これらの会議において日本議員は指導的な役割を果たし、そ

の活躍は世界各国の国会議員に強い印象を与えた。

今後は、国際人口開発会議の行動計画をいかに実行していくか－゜言うまで

もなく、人類の未来を決める行動計画の具体化の鍵を握るのは「資金｣、行政資

源、人間資源など＝資源＝の動員である。

各国政府は、カイロの国際人1｣開発会議で資金拠出に関しても公約を行ったが、

その実行は捗々しくない。世界のＯＤＡ総額は軍事支出の0.5％に止まっており、

人類の未来を決める人口問題への支出は主にこのＯＤＡの中から支出されている

ので．ある。

この「世界人ｎ.開発援助の現状一日本の貢献一」は、人口問題に対･する日本

の貢献の現状と、国連人口基金が出した｢世界人口援助白書1993(GlobalPopula

tionAssistanceReportl993)」からなっており、日本の人口･開発援助の現状と

１１t界の人口活動に向けられている資金の分析を一度に概観することができる。

特に「世界人口援助白書」は人口問題に対蘂する拠出元と受入先がかなり網羅さ

れており、世界の現状を知るうえで有益な資料となっている。

人類の未来を希望あるものとするためには人口の低位推計値を実現することが

不可欠の条件であり、そのために必要十分な資金を調達することがますます重要

となってくる。この、「世界人[]･開発援助の現状一日本の貢献一」は、人口問題

解決における日本の貢献の現状と必要な資金について考察するために有益な資料

であると信じる。翻訳に大過のないことを望みつつ、このⅡ子を広く利用してい

ただきたい。

平成８年４月

財団法人アジア人口・開発協会

理事長前田福三郎
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表（本文中）

各地域における国単位の人口援助

のための最終支出の分布1993年

地域別にみた１人当りの国単位の

人口援助のための最終支出

1993年

各地域における１人当りの国単位

の人口援助のための最終支出の分

布1993年

機能別にみた人口援助のための最

終支出1993年

人口援助のための第１次拠出と最

終支出の推移1984-1993年

主要援助機関別にみた人口援助の

ための第１次拠出の推移

1984-1993年

１人当りの第１次拠出の推移

1984-1993年

ルート別にみた人口援助のための

最終支出の推移1984-1993年

地域別にみた国単位の人口援助の

ための最終支出1993年

表１ 表６

表２ 表７

表３ 表８

表４

表９

表５

図

開発途上国における人口援助のた

めの資金源

経常ドルと恒常ドルでみた人口援

助のための第１次拠出とその増加

率の推移1984-1993年

主要援助国の人口援助のための第

１次拠出の割合1993年

経常ドルでみた援助国の人口援助

のための第１次拠出1993年

援助国の人口援助のための第１次

拠出の対ＯＤＡ比1993年

援助国の人口援助のための第１次

拠出の対ＧＮＰ比1993年

多国間組織及び機関が人口援助の

ために受け取った収入1993年

人口援助のためのＮＧＯの第１次拠

出の割合1993年

人口援助のためのＮＧＯの最終支出

の割合1993年

図１ 図１０人口援助のための最終支出の地域

別割合1993年

図１１ルート別にみたアフリカ（サハラ

以南）地域における人口援助のた

めの最終支出の推移

1984-1993年

図１２ルート別にみたアジア・太平洋地

域における人口援助のための最終

支出の推移1984-1993年

図１３ルート別にみたラテンアメリカ・

カリブ海地域における人口援助の

ための最終支出の推移

1984-1993年

図１４ルート別にみた中東・北アフリカ

地域における人口援助のための最

終支出の推移1984-1993年

図１５ルート別にみたヨーロッパ地域に

おける人口援助のための最終支出

の推移1989-1993年

図１６ルート別にみた全世界／地域間活

動における人口援助のための最終

支出の推移1984-1993年

図２

図３

図４

図５

図６

図７

図８

図９



付 表

表Ａ、１ ルート別にみた援助国からの人

口援助のための第１次拠出の推

移1984-1993年

援助国の人口援助のための第１

次拠出の対ODA比の推移

1984-1993年

援助国の人口援助のための第１

次拠出の対ＧＮＰ比の推移

1984-1993年

ルート別及び地域別にみた人口

援助のための最終支出の推移

1984-1993年

地域別及びルート別にみた人口

援助のための最終支出の推移

1984-1993年

地域別にみた１人当りの人口援

助のための最終支出の推移

1984-1993年

表Ａ、７ルート別にみたアフリカ（サハ

ラ以南）諸国における人口援助

のための最終支出の推移

1984-1993年

表Ａ、８ルート別にみたアジア・太平洋

諸国と領土における人口援助の

ための最終支出の推移

1984-1993年

表Ａ、９ルート別にみたラテンアメリカ・

カリブ海諸国と地域における人

口援助のための最終支出の推移

1984-1993年

表Ａ・１０ルート別にみた中東・北アフリ

カ諸国における人口援助のため

の最終支出の推移

1984-1993年

表Ａ、１１ルート別にみたヨーロッパ諸国

における人口援助のための最終

支出の推移1984-1993年

表Ａ、２

表Ａ，３

表Ａ、４

表Ａ、５

表Ａ、６
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人ロ問題へのわが国の取り組み

【わが国の人ロ問題への関わり】

わが国は、第二次大戦後、比較的短期間に人口増加率を先進国並に引き下げることに成

功した国として、人口問題に対し少なからぬ経験と実績があり、また、最大の人口を抱え

るアジアに位置する国として、この分野には高い関心を有している。とりわけ、1967年に

ドレーパー米国人口危機委員会名誉会長が来日し、岸信介元総理（家族計画国際協力財団

[ジョイセフ]の創設者で初代総裁）に会った際、人口問題は人類の生存そのものに関わる

根本的問題であるとの認識を共有しわが国は1971年より国連人口基金(ＵＮＦＰＡ)への拠

出を開始した経緯がある。勿論、わが国の人口問題に対する高い関心は、1988年にわが国

より初めて国連人口賞を受賞した加藤シヅエ女史をはじめとする、女性運動家による地道

な活動の成果によるものでもある。

【人ロ問題の現状】

現在の世界人口は約58億人を数えており、毎年８千万人を越える人口増加が途上国を中

心として起こっている。途上国では人口急増のため、食糧不足、雇用問題、都市への人口

集中によるスラムの拡大、環境問題を招くなど、経済・社会開発の阻害要因となっている

一方、わが国をはじめとする先進国では、高齢化や途上国からの人口移動等新たな問題を

生じている。世界的に見れば、人口増加はエネルギー消費の拡大等と相まって、緑地の砂

漠化や温暖化などの地球環境問題の一因ともなっている。また、人口問題には、それらマ

クロ的な側面だけでなく、もう子供を産みたくないのに避妊に関する情報や手段がない、

伝統、社会構造上、（女性が)子供を早くから沢山生むことを強いられる状況がある、若し

くは、子供が欲しいのにできないといった基本的人権にかかわる側面も見落としてはなら

ない。

【国際人ロ･開発会議と｢地球規模問題イニシアティブ(ＧⅡ：人ロ･エイズ)｣】

これら複雑・多様化する人口問題に対処するため、1994年９月、カイロ（エジプト）で

国際人口・開発会議が開催された。この会議に先立ち、わが国は「人口・エイズに関する

地球規模問題イニシアティブ」（GII[Globallssueslnitiative］onPopulationandAIDS）

を発表し、1994年度から2000年度までの７年間で、政府開発援助（ＯＤＡ）総額30億ドルを

目途に開発途上国に対し積極的な協力を進めていくこととした。現在、わが国の人口問題

に対する取り組みは、このGIIの枠内で実施されている。

【GIIの包括的アプローチ】

国際人口・開発会議や世界女性会議においても確認されたが、人口問題を解決するため

には、従来より行われてきた家族計画の普及と同時に、開発途上国において人口増加の原

因となっている乳幼児や薑母親の周産期における高い死亡率、劣悪な公衆衛生環境、低い教
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育水準や女性の地位､貧困等についても適切な対策をとることが重要であろう。GIIにおい

ては、このような考え方に基づき、人口・家族計画に対する直接的協力に加え、女性と子

供の健康に関わる基礎保健医療、初等教育、女性の識字教育・職業訓練等のリプロダクテ

ィブヘルス及びエンパワーメン卜を中心とする間接的協力を含めた包括的アプローチをと

っている（付表１参照)。

【重点国の選定と人ロ・エイズ・プロジェクト形成調査団の派遣】

GIIを推進するに当たっては、開発途上国の問題の深刻度･緊急性、政府等の受け入れ体

制、主要ドナー・国際機関の協力の状況等より判断して12の重点国をアジア、アフリカ、

中南米地域より選定している。これら重点国に優良なGII案件を発掘するために「人口･エ

イズ・プロジェクト形成調査団」を順次派遣し、これら調査団の派遣により人口・エイズ

関連のプロジェクトが新たに形成されつつある（付表２及び３参照)。

【ＮＧＯとの連携】

人口・エイズ分野の協力においては、ＮＧＯの役割が重要であり、GIIにおいてもＮＧＯと

の連携は基本方針の一つとなっている。現在のわが国の援助形態におし{ては、わが国ＮＧＯ

の海外におけるプロジェクトを支援するための「ＮＧＯ事業補助金」及び国籍を問わず海外

のＮＧＯプロジェクトを支援する「草の根無償資金協力」が主なものとなっている。それぞ

れの援助形態における94年度のGII案件の割合は、それぞれ29％及び52％と、多くの人口・

エイズ分野のＮＧＯプロジェクトに対し支援が行われた。

一方、９４年度以降GIIを推進するために外務省とＮＧＯとの間で懇談会が定期的に開催さ

れ、ＮＧＯとの協力のあり方について有益な意見交換が行われている。また、懇談会による

協議の結果を基に、ＮＧＯの人口･エイズ･プロジェクト形成調査団への参加、ならびにＮＧＯ

を含めたGIIの人材育成等が行われている。

【GIIの初年度実績】

GII初年度(1994/95年度)は総額493億円（4.65億ドル）を上回り、順調に推移している。

このうち、人口･家族計画、母子保健等の人口直接協力は約79億円（7500万ドル)、基礎医

療保健、初等教育、女性の識字教育・職業訓練等の人口間接協力は400億円（3.8億ドル）

だった（付表４参照)。

【二国間での協力の現状】

二国間協力の分野では、フィリピン、タイ、メキシコ、ケニア等８カ国で人口・家族計

画及び母子保健分野で研修員受け入れ、専門家派遣及び機材供与の３形態を有機的に組み

合わせたプロジェクト方式技術協力を実施している他、インドネシアでは保健所強化計画

に、バングラデシュでは女性の経済的自立を支援するためにグラミン銀行に対し円借款を

供与している。また、無償資金協力では、基礎保健医療、小学校建設等の初等教育分野の

プロジェクトや女性の自立支援のためのプロジェクト等世界各地で数多くのプロジェクト
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を実施している。この他にも、研修員の受け入れや草の根無償資金協力によるＮＧＯ支援等

多種多様なプロジェクトを実施しつつ、開発途上国の人口問題の解決に対し積極的に貢献

している。

【国連・国際機関を通じた協力の現状】

わが国の人口分野における国際協力は、GII発表以前はどちらかといえば国連･国際機関

を通じたものが中心だった。わが国の国際機関への拠出は、1969年度の国際家族計画連盟

（IPPF：InternationalPlannedParenthoodFederation)に対する10万ドルに始まり、国

連機関である国連人口基金(ＵＮＦＰＡ)に対しては、1971年度に拠出を開始した（同年度の

拠出額１００万ドル)。その後、わが国は人口問題の重要,性に鑑み、両機関への拠出を着実に

強化してきた結果、IPPFについては1985年度より、ＵＮＦＰＡについては1986年度より最大

拠出国となり、両機関におけるわが国の拠出が占める割合は20％前後となっている。１９９５

年度のわが国の両機関に対壜する拠出額は､ＵＮＦＰＡに対し5180万ドル､IPPFに対しては1920

万ドルである（付表５参照)。

【わが国今後の協力とＧＩＩの達成見通し】

1994年９月の国際人口・開発会議において「行動計画」が採択され、今後20年間の人口

問題への取り組みの指針が示された。現在は、国だけでなく、国連･国際機関、ＮＧＯ等様々

なレベルで「行動計画」が実施に移されているところである。わが国のGIIも「行動計画」

に沿って、実施に当たっては包括的アプローチをとることとしている。

GIIにおいては､1994年度から2000年度までの７年間で30億ドルを目処とした途上国支援

を実施することが目標として掲げられているが、わが国はこれからも、二国間援助におい

ては、人口・エイズ・プロジェクト形成調査団を順次重点国に派遣し、優良プロジェクト

の発掘及び実施に努めるとともに、国連・国|祭機関を通じた協力においてもこれまでの種

極的な支援を継続して、現在地球規模の問題としてわれわれの前に立ちはだかっているこ

の人口問題に対し、真剣に取り組んでいく所存である（付表６参照)。
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<付表１＞Gllにおける包括的アプローチ

人口直接協力

＊母子保健・家族計画

＊家族計画教育・広報

＊人口統計

人口間接協力

＊基礎保健医療

*初等教育

*女性を対･象とした職業訓練、識字教青

エイズ分野における協力

＊予防に関する啓蒙・教育

＊)険査技術の移転

＊エイズに関する調査・研究への協力

<付表２〉１２のＧＩＩ重点国

アジア地域（６カ国）：フィリピン、インドネシア、インド、

パキスタン、バングラデシュ、タイ

(エイズのみ）

アフリカ地域（５カ国）：ケニア、ガーナ、タンザニア、セネ

ガル、エジプト（人口のみ）

中南米地域（１カ国）：メキシコ
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<付表３〉人口・エイズ・プロジェクト形成調査団により発掘されたプロジェクト（例）

フィリピン

・地方'保`健所及び末端の家族計耐・・母子保健サーヴィス供給

施設強化（無償資金協力、技術協力）

・ＨＩＶ/AIDSサーヴェイランス･検査体制の強化（技術協力）

・ＨＩＶ/AIDS等診断管理に係わる人材の育成（技術協力）

インドネシア

・スラウェシ地域保健医療強化（有償資金協力、無償資金協

力、技術協力）

・ポリオ根絶国家予防接獅週間のためのコールドチェーン機

材の供与（技術協力）

・家族計画iに関する節三国研修（技術協力）

バングラデシュ

・ポリオ根絶計画支援（無償資金協力）

・女性のためのコミュニティ・センター計i111i支援（草の根無

償資金協力）

・エイズ国家計iiHi策定支援（サーヴェイランス・キットの供

与）（技術協力）

ケニア

・家族計画・エイズ予防推進計iI11i（草の根無償資金協力）

<付表４＞ＧＩＩの94年度実績（Gll案件の積み上げ値）

２．６％０．３％

亡
■
■
■

人口間接協力

人口直接協力

ＨｌＷＡｌＤｓ協力

その他

９４年度実績（合計）493億円（4.65億ドル）

(注）「その他」は人口直接及び人口間接、人□協力とエイズとの

区分が明白でないもの。
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国連人口基金［UNFPA］主要拠出国一覧（コア拠出） 二
斗
柵

(単位千ドル）

順 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 口
〉

拠出= 国名｜拠出事拠出事国名 拠出額 拠出馥拠出額 国名 拠出＝ 拠出率位 拠出額 国名 拠出事 拠出額 国名

本’18.94％ 本 18.35％ 本 本 本１１１国 4１，７００

・
■
】 ２１．１１％ 19,2％ １８．１２％

■
■
’42,ｇＵＵ

■
■
］

巳

５１，ＢＵＵ４５，４Ｕ８ ４８ｊ７０Ｕ

２Ｉオランダ’12.04％ オランダ オランダ１２．２２％ １３．１７％ 米 オランダ １２５４％2６，５０２ １５６２％２８’５６９ 国 3５，８６２2８，３２３ 4ＵｊＵＯＵ

３１フィンランド’10.84％ スウェーデン 11.37％ オランダ '2.24％ドイツ 米2３，８６９ １２．１７％ １１．４５％ 国 3５，０００2６，５９１ 2６，１５９ 23319

４１１ノールウェー''１Ｕ84％ ノールウェー 、’４０％２３，８６８ 1１．３２ ノールウェー １１．５２％ ドイツ 10.53％ ＩＦイツZ６，４６２ 2４，７６５ ２６，９４５ ３２，５m

５１Fイツ’１０．６８％ ドイッ １１．３１％ デンマーク23460 2６，４４５ ９．４４％ ノールウニー 9.53％ ノールウェー ＩＤ２２％ 2９，２１３20296 ２４」４０４

５１１スウェーデン'’９．７４％ デンマーク ８．１３％ 9,6％スウェーデン2１，４３２ i９，，１２ ８．２１％ デンマーク ８．８６％ デンマーク 2７，６０１1７，６６３ 2２，６７９画ロ

７１１デンマーク｜Ｂ､９８％ ７．７３％ 米１５'３６９ フィンランド i８，０６７ 国 6.74％ スウェーデン 742％ スウェーデン ５．７７％１４，５ＤＵ 1９，００４ １６，５，１

８１力ナダ’5,94％ 国’ 6.73％英 英 国 ４．９８％ 美 壁’ 5.23％ 英 国 4.16％1３，０６６ i５，７３７ １３Ｊ３ＢＵ 1１，９０５１０'７１５

カナダ カナダ９１１妄 国Ⅱ’５，３６％ 4.69％ カナダl１Ｐ８０Ｇ i０，９６８ ４．２１％ 3.36％ フィンランド 4-08％ 1１，６６９8，６０４9〃Ｕ６３

１０１スイス１２Ｂ2％ スイス 276％ 2.Ｂ８％ 2.51％5，７７８ Bｒ４５Ｕ ２．７５％ スイススイス 5，７７２ スイス 7，０４０ 7，１７７

合計 96カ国 i０５ヵ国2２０，１３３ 2３，３，７６９ 101カ国 ８８カ国 ８５ヵ回２１５，Ｕ２７ ２５６，ＵＯ３ 2８５，８７２

順
位 1991年

国名 拠出率 拠出額

鰯1992年

国名 拠出率 拠出額

1993年

国“名 拠出率 拠出額

1994年‘

国名 拠出率 拠出額

1995年

国名 拠出率 拠出額

Ｉ
図
２
３
４
５
５
７
８
９
加

日本

オランダ

フィンランド

ノールウェー

ドイツ

スウェーデン

デンマーク

カナダ

美国

スイス

印扣
％

％
％

％
α、

％
％

％
％

日本

オランダ

スウェー

ノールウェー

ドイッ

デンマーク

フィンランド

英国

力ナダ

スイス

％
％
％
奴
％
％
％

％
％

日本

オランダ

ドイツ

ノールウェー

デンマーク

スウニーデン

米国

英国

力ブダ

スイス

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

日本

米国

オランダ

ドイッ

ノールウェ・・

デンマーク

スウェーデン

英国

力ナダ

スイス

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

日本

オランダ

米国

ドイツ

ノー・ルウニー

デンマーク

スウェーデン

英国

フィンランド

スイス

グ
ー

９
別
閃
別
閃

扇△
岸
Ｚ 96カ国 22，’１３３ 105ヵ国 ２３３‘７６９ 101カ国 ２１５，０２７ 88ヵ国 256,003 ８５ヵ国 ２８５'８７２



<付表６＞３０億ドル達成見通し

(億ドル）

６
５
４
３
２
１
０

94年度実績 ’
１■

閂
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
－
－
－
－
Ｉ
Ⅷ

'９４ '９片 '９６ '９７ 2000（年）ｌ９ｌｌ '919

７
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世界人ロ援助白書1993年版

序文

今年の「世界人口援助白書」は、国際人口開発会議（ICPD）が開催されて歴史的な『行

動計画』が採択されたという点で、特別な意義を持っています。この『行動計画』は、人

口と開発についての従来の考え方から大きく前進し、単に、人間の数を数えることや人口

学的目標といった枠を超えて、国|祭社会はその歴史上初めて全ての人口及び開発活動の中

心として人間を明確に位置づけたのです。

人間への投資、つまり健康や教育への投資は持続的な経済成長と持続可能な開発への鍵

です。もはや人口は他から独立したものとして扱われるのではなく、総合的な開発政策、

特に貧困を撲滅し、持続可能な開発の範囲内で経済成長を達成し、そして女性が十分にか

つ男性と同等に社会経済開発に参加できるような努力との関連の中で考えられるようにな

ったのです。

人口問題を開発政策のなかに統合的に組み込んで扱うというこの手法の狙いは開発途上

国と経済移行期にある国が『行動計画』に打ち出された目標と目的の達成を支援すること

にあります。主たるこれらの目標と目的は、誰もがリプロダクテイブ・ヘルス（生殖に関

する健康）と家族計画のサービスを受けることができるようにすること、乳児、幼児、妊

産婦死亡率を引き下げること、全ての少年少女に基礎教育を施すこと、男女間の公正と平

等を実現することです。

これらの目的を達成するために「今一層の資金が必要となるのは明らかで、その一部は

個人、国家及び国際的なレベルで優先順位を見直すことによって捻出できるだろう」と『行

動計画』は述べています。しかし、『行動計画』は「必要とされる行動のどれ一つをとって

みても、或いはそれら全部を一緒にしたとしても、現在の開発及び軍事支出または世界中

の開発及び軍事支出に比べて資金がかかり過ぎるとはいえない」とも指摘しています。

今、援助国側に緊急に求められているのは、各国がこれまでに政府間会議で行った公約

を実行に移し、それに見合った財政拠出を行うことなのです。『行動計画』は援助国に対し

て政府開発援助の割合をすでに合意された目標である国民総生産(ＧＮＰ)の0.7パーセント

に持っていくよう、そして『行動計画』の目標と目的の達成に必要な活動規模に応じた人

口及び開発プログラムへの資金のシェアを高めるよう努力することを求めています。

国際人口援助の規模、傾向及び性格についてのデータを掲載した本白書は、今後20年に

わたって支出の増額を必要とする『行動計画』の資金的需要をどう満たすかについて明ら

かなヒントを与えるものです。必要資金の大半は当然ながら被援助国の国内で調達される

でしょう。しかし、『行動計画』は援助国が追加資金を大幅に増額し、今後20年間に必要と

される資金の約３分の１を支出するよう求めています。

この額は1993年時点の米ドル換算で2000年には57億ドル、2005年で61億ドル、2010年で

68億ドル、2015年で72億ドルになります。

本白書の基になった,情報を喜んで提供して下さった援助国政府、多国間組織及び機関、

非政府組織（ＮＧＯ）や民間財団に深く感謝いたします。

ナフィス・サディック

国連人ロ基金事務局長
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調査の方法

本白書に掲載された情報の大部分は、114カ国及び人口援助を行っている諸組織に対し

て、1994年９月に郵送で行った詳しい調査を通じて集めたものである。調査に返答したのは

援助国、多国間組織及び機関、主要民間財団とその他の非政府機関（NGO）である。援助

国の全てと、今年の調査に回答しなかったアフリカ経済委員会（ECA）を除く全ての多国

間組織及び機関から回答を得た｡ＮＧＯからの回答は残念ながら昨年に比べて大幅に減少し

た。1993年の調査に回答した74のＮＧＯのうち、1994年に回答したのは39に過ぎない。調査

で得られたデータは年次報告書、国連専門機関の記録、公表された第２次データなどで補

足した。追加の情報や確認が必要なときは、電話によるインタビューを行った。

データの収集にあたっては、複数の援助ルートの存在が原因で生じる誤差を最小限にす

るように努めた。同じ資金を二重に計算しないために、援助国を除く全ての回答者に対し

ては、特に収入の内訳を出所別に明らかにするように求めた。回答者間の重複を避けるた

め、ある回答者が別の回答者から受け取った人口関連収入はその回答者の人口関連収入か

ら差し引いた。このやり方によって第一次拠出額における重複を防ぐと共に、ある回答者

から別の回答者へ資金が供与された場合、両者間の回答の一貫`性を確保することが可能と

なった。誤差が生じた場合でもその誤差は時期、定義、為替レートの違いに起因するもの

である。一方、最終支出に推計に関しては、計算上の困難は余りなかった。それは、援助

国を含む全ての回答者に対して被援助国／団体(ＮＧＯ、開発途上国、多国間組織及び機関

であるかを問わず）別の内訳を提出するように求めたからである。

全ての回答者にはそれに従って回答していただけるよう、国連人口基金が本白書で使用

するⅧ中心的〃及び剛補助的〃人口活動の定義（｢援助の機能」の章参照）を通知した。回

答者のなかには人口活動についての自らの広い定義に基づいたデータと提出するものもあ

った。この情報は他の機関からのデータと比較できるように調整した。人口、健康、開発

プロジェクトに資金提供を行っている主要ＮＧＯのなかには、そのプロジェクトの全容を提

出してきたのもあったので、国連人口基金ではそのなかで、本調査に該当するものだけを

選ぶことができた。この時間のかかる作業を通じて明確になったのは、酬人口プログラム〃

を定義し、総合的開発プロジェクトのなかの人口の部分を抽出することが実に難しいとい

うことである。

回答を受け取ると、国連人口基金ではその回答が完全か否か、内部データに一貫性があ

るか否か、そして前述したように援助国／団体と被援助国／団体の回答が整合するか否か

についての分析を行った。米ドル以外の通貨を米ドルに換算したり、回答者の換算を確認

する際には、国際通貨基金（IMF）の為替レートを用いた。
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用語の定義

恒常ドル：恒常ドルとは、物価ｄ為替変動による名目上の上昇、または下降を調節するた

めに、ある特定の年の物価を何年間も隔てた年の価格に適用し、調整したドル価のこと。

本白書では1984年を基準年として選んでいる。選んだ基準年は恐意的なものであるが、イ

ンフレや為替相場の変化で生じた上下変動を相殺して実質価格の変化の推定を可能にして

くれる。1984年の恒常米ドルは1994年の12月現在のIMF消費者物価指数を用いて計算し

た。

経常ドル：経常ドルとは、測定時点に通用しているドル表示のこと。本白書では、

象国などが報告した数値をそのまま採用している。米ドル以外の通貨については、

人口援助のために使用された年のIMF為替レートを使って米ドルに換算した。

調査対

資金が

最終支出：本白書で使っている最終支出とは、ある年に第一次または中間援助国／団体か

ら最終被援助国／団体へプログラムとプロジェクトのために供与された資金を指している。

最終被援助国／団体は開発途上国政府、国内ＮＧＯ、または開発途上国にある援助国／団体

の現地事務所である。支出の対象となるプログラムは必ずしも開発途上国で行われるとは

限らず、２つ以上の開発途上国や地域の為になる調査活動などを含む。

国際NGO：国際ＮＧＯとは２カ国以上で活動する非営利民間機関を指す。

国内ＮＧＯ：国内ＮＧＯとは１ヵ国に限って活動する非営利民間機関を指す。国際ＮＧＯの国

際援助の一部であることもある。

政府開発援助（ODA）：政府開発援助とは「経済協力開発機構（OECD）の開発援助委員会

（ＤＡＣ）及び石油輸出国機構（OPEC）の加盟国の正式機関が経済開発と福祉のために有

利な条件で提供する貸付.や贈与の支出からなる」（世界銀行｢世界開発報告1994年」オック

スフォード大学出版局、239頁)。

第１次拠出：本白書で使っている第１次拠出とは第１次援助国／団体（先進国と民間資金

源）が人口援助の目的で支出する全資金を指す。第１次拠出は開発途上国に直接供与され

ることもあるし、多国間組織及び機関や国際ＮＧＯのような中間援助団体に供与されること

もある。（第１次拠出は貸付や贈与の形で支払われる。贈与は返済の必要がないが、貸付は

利子をつけて返済せねばならない｡）
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本白書のハイライト

.1993年中の国際人口援助のための第１次拠出は9億6600万ドル⑪に達した。世界銀行の貸

付を加えると、第１次拠出は13億1000万ドルとなった。

･1984年をベースにした恒常ドルでは、世界銀行の分を除いた第１次拠出の総額は1984年

の4億7600万ドルから1993年の6億9500万ドルヘと増力Ⅱした。

･1993年中の19の先進国からの第１次拠出は7億7700万ドルに達したが､そのうち58％は２

ヵ国からの出資であった。米国から3億6700万ドル、日本から約8300万ドルであった。

･第１次拠出の97％は１１ヵ国からの出資であった。１１ヵ国とは米国、日本、

ノルウェー、オランダ、スウェーデン、デンマーク、カナダ、イタリア、

る。

ドイツ、英国、

フランスであ

･援助国からの人口援助は1993年中の政府開発援助の1.40％を占めた。

･1993年中の最終支出はアジア・太平洋地域で’億6600万ドル、サハラ以南のアフリカで

’億6200万ドル、ラテンアメリカ・カリブ海地域で１億１１００万ドル、中東・北アフリカ

地域で5300万ドル、ヨーロッパで500万ドルに達した。

･1993年中の人口援助のための最終支出の70％は家族計画プログラムに使われた。

①ドルは全て米ドルを表す。

１２



はじめに

「世界人口援助白書1993年版」は1988年に国連人口基金が初めて発表した国際人口援助に

関する報告書の第７版となる。1984年から1993年までの10年間の国際人国援助の規模、傾

向、性格についての`情報を提供しながら、本白書は先進国②から開発途上国③への贈与や貸

付の形をとった人口援助のための資金の流れに焦点を当てている。

本白書のデータは主として次のような援助国／団体(政府、多国間組織及び機関、NGO）

の調査に基づいている。

■先進国一経済協力開発機構（OECD）の開発援助委員会（ＤＡＣ）に加盟している21先進

国のうち１９ヵ国④。

■多国間組織及び機関一世界銀行を含む国連システムに属する9つの多国間組織及び機関i鼬。

■国際ＮＧＯ－国際的に活動していると見なされている75に及ぶ財団､大学及び民間機関⑥。

②本白諜での「先進国」はその国々の政府を指す。

③本白評の焦点に照らして、先進国だけが利益を受けるような人１.活動、開発途上国から開発途上国向けに拠Ｍ１される

資金、サービスや商品の代金の形をとった氏'１１１部門の援助は本白諜の対象にはならない。

④19の援助国とはオーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、

イタリア、Ⅱ本、ルクセンブルク、オランダ、ニュージーランド、ノルウェー、スペイン、スウェーデン、スイス、英

国、米国、である。

アイルランドとポルトガルもＤＡＣの加盟国であるが、1993年に国連人口基金に拠|{Ｉしなかったか|蚕|連人口基金から援助

を受けたという理由で本白ｉｌﾄﾞの対象にはなっていない。ソ連は歴史的には援助国と見られてきたが、水口書ではロシア

は被援助国と考えられる。

⑤これらの組織及び機関とは|;f１発支援及び経`勝サービス局（DepartmentforDevelopmentSupportandManagement

Service-DDSMS）と経済社会情報及び政策分析局（DepartmentforEconomicandSociallnformationandPolicy

Analysis-DESIPA）及びアフリカ経済委風会（ECA)、欧州経済委員会（ECE)、ラテンアメリカ経済委貝会

（ECLAC)、アジア太平洋統済社会委員会（ESCAP)、西アジア経済社会委員会、（ＥＳＣＷＡ）といった地域委員会を含

む国連、国連開発計画（ＵＮＤＰ)、国連人口基金（ＵＮＦＰＡ)、国連児菰基金（UNICEF)、世界銀行、それに国連食柵腱

業機関（FAO)、国連労働機関（ILO)、｜ｴ|連教育科学文化機関（ＵＮＥＳＣＯ）と'11界保健機関（ＷＨＯ）の国連専門機関

を指す。

⑥調査に応欝した39のNGOの他に本白書は435のNGO及び大学からの資金を考肚iにいれた。このうち､128は返事のあっ

たＮＧＯに資金を提供し、残りの307は人口プログラムやプロジェクト資金の受入先となっている。
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国際人ロ援助ネットワーク

人口プロジェクトやプログラムのための援助は甫複雑なネットワークを経'１Ｉする。このネ

ットワークの'１１で、援助供与源から被援助国への資金の流れにはいくつかのルートがある。

■援助国から被援助国に直接流れる二国間援助。

■国連組織及び機関を経|llする多国間援助。

■国際家族計画連盟（IPPF）やポピュレーション･カウンシルのようなjli[I織を経由する非

政府援助。図１はこのネットワークを図式化したもので、二極弧の援助|玉|／団体を示し

ている。

■第１次援助|:':l／N1体とは先進|玉|及び財liljや個人のような民|Ｈ１資金〃l(のことである。本白

書で扱っている資金の大部分はこれら二種類の第一次援助|玉|／け1体が拠ＩＭ源となっている⑦。

■,'１間援助団体とは'１上界銀行櫛を含む|主1連システム内の多国|}伽織及び機関と国際ＮＧＯのこ

とで、第１次援助国／lill体からの人１１援助資金の大半がその卜１１体を経lI1している。に'１間

援助団体は通常被援助【Iil／'９１体に対しては助言機能、そして援助実施i機関となっている

場合には技術機能、さらに経営;機能をも果たしている。’'１問援助卜｣１体は全て企l}1m立案機

能を,備えている。しかし鮫終的には、直接援助国、被援助国の双方の代表者からなる中

間援助lj1体の管理委旦会が妓終被援助国、つま'〕どの発展途上岡が査金の恩恵を蒙るべ

きかを決める。’又'１はまた二種類の被援助国／団体を示している。

■開発途上国は資金付-きう゜ログラムの最終的な受益者で､ある⑨｡これらのプログラムは先進

｜玉|が直接実施する場合もあるが、多国間組織、機関または']且'|際的ＮＧＯが行う場合、さら

に被援助国がｎら行う場合もある。

■国内ＮＧＯはＦ１らが実施するプログラムのための資金を受け取る。

⑦残りの資金は多国''１１組織及び機|)Mからの盗金である。これら組織及び機関の交金のﾉ〔部分はＤＡＣﾉＩ)Ⅱ蝋の先進国からの

拠ｌｊｌ金であるが、その他にＤＡＣ非､11腿の先進lJilや開発〕余卜国からの拠出金に川ｌえてI読C及び通''１ｹ査金から生ずる利子収

入がある。

⑧世界銀行の貸付は次の二種類の方法で行われる。一つは政府拠出金に基づくl玉|際|)|ｿ発協会(IDA)貸付、もう一つは商

業金融市場で調達される資金を使った１１:|際Blj発復興銀行（IBRD）貸付である。

⑨付表7から付表11に褐116tした179カ脚のうち174カ国が1993年Ⅸi』に人口援助を受けた。従ってこれら174ヵ国が本F1書で

:扱う1993年の開発途上l5Klである。

図１開発途上国における人口援助のための資金源

援助国／団体被援助国／団体
二国間

先進国

民間資金源

△被援助国/団体一一援助国/団体から被援助国/団体への直接的な資金の流れ

－疹援助国／団体から援助国／団体へ

亡コ第１次援助国／団体

くつ中間援助団体
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国際人ロ援助の計算方法

本''1番は国|漂人１１援助⑩を２種類の財務計算方法､つまり第１次拠出と岐終支出を使って

計算している。

第１次拠出とは、ある年に第１次援助国／団体が人｢'援助のために文|')する査金を指す。

第１次拠出に関する情報源は２つあり、１つは調在対･象の第１次援助国／団体からもたら

される人'1援助の年|Ｈ１資金に関する報告、２つ||は'|燗援助jMI紙からもたらされる第１次

援助'1:|／ﾄ11体からのその組織が受けた資金に関する報告である⑪｡この二重の方法を使うこ

とで、調盗に参加しなかった第１次援助国／団体の資金の大部分をこの報+:ｌｆ書に含めるこ

とができる。また、この第１次拠||(には':|I間援助団体が生み出す利子収入も含む。

本IfJ,ＩＦで言う競終又{|}とは、ある年に第１次または中Ｉ１ｊ１援助|j'il／団体から妓終援助国／

け|体に供」bi･された資金を指す。岐終援助国／団体は開発途上lFIilの政府、国|ﾉﾘＮＧＯまたは援

助国／'１１体が開発途上llElに置いている現地事務所のいずれかである。資金の対象となるプ

ログラムは必ずしも開発途上国で､行われているとは限らない。例えば、避妊技術の改葬、

出生の決定要因、人'１と社会経済の11-1瓦関係に関する研究は、先進国で行われたとしても

開発途｣｣｣:|に貢献すると考えられるときは低|際人１１援助の－:環と｣,凸なされる。

第１次拠ｌｌ１と最終支''１の差は時には大きく、その変動も激しい(表１）。その原因は主と

して次の２つである。

■第１次援助国／ﾄ１１体が中間援助剛体に資金を供｣ｊするI祭に生ずる遅れ。

曰人11援助の定義の述いと会計年度の藻。

⑩本1'171$の調議に返答する際、大部分の暖uﾉﾉ1111は人｢]援助についての独自の定渡を)i]いた。その定義のほとんどはＩＲＩ巡

人11基金の定義よ')幅が広い（｢援助の機能」のfif参照）ものである。全ての援助１１１は、1994年カイロで|;M催されたlHl際

人I11jI1発会縦の後で調森炎を提|')した。しかしながら、本、１１}:は1993年の活IIiUにj(;ﾙﾊﾟを､LiてているためlIil際人11余iij(で

採択された行｣肋!;I-iMliを)又llIILしていない。

ｏＡＪｌ：Ｉｌｌに第１次援助lIJ／|､j１体から彼援助[:I;1に供.ｸﾞ･された資金はＡ年中の第１次拠Ｉｌ１と妓終文出に念まｌしる。ＡｲＩｉｉｌ１に

第１次援１１ｶ国／ﾄ11体二欝から'|Ⅲ}{|援助団勵体に供与された涜金が被援助国でＢ年に使111された時は、Ａ年の第１次拠{|}とI｝

年の岐終支出に計上される。

表１人口援助のための第１次拠出と最終支出の推移1984-1993年
（単位：百万経常米ドル）

年 １９０４１１９８５１１９８６１１９８７１１９８８１１９８９１９９０１１９９１１１９９２１１９９３

第１次拠出aｂ 476 躯10 乘凹 ６１４ 別019 675 Bｍ６ 股脇 926 966

最終支出b‘ 425 469 ６M615 407 567 517 HOH 7３２ I6IH8 610

第１次拠出とはその年に第１次援助国／団体が人口援助の目的で提供した資金を指す。

世界銀行は第１次拠出額の変動が激しいという理由で第１次拠出も最終支出もその指標に含めていない。世界銀行

の第１次拠出は実際には何年間にもわたって支出されるものであったり、貸付条件や信用限度の関係で全額が支出

されない場合もあり得る貸付協定を、協定が結ばれる年に一括計上する。

最終支出とはその年に開発途上国や地域での人口活動や開発途上国や地域の利益のために実際に使われた資金を指す。

一
ら
］
■
■

1０

1５

年 １９０４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ １９９１ 1９９２ 1９９３

第１次拠出：

最終支出bｃ 灘
476

425

540

469

539

355

614

407

609

567

675

517

803

602

952

732

926

696

966

610



国際人ロ援助の全体的規模

第１次拠出

国際人口援助のための第１次拠ＩＬは1993年には13億1()()()刀ドルに達した（表２)。

■世界銀行の貸付を含むこの1993年の数字は1992年の総額の10億3300万ドルに比べて27％

増加した。

■－１１'二界銀行の貸付を除いた1993年の鏑１次拠出は９億66()())Ｊドルで1992年の９億2600万ド

ルに対して4％の増加だった。

■先進国は第１次拠ｌ１Ｉの資金源としては最大で、９億66()()フゴドルの80％を,'1めた。残Ｉ)は

民間資金が13％、多国間組織及び機関が7％を,'7めた。

経常ドルでの｣勅'1率：経常ドルでみると人口援助の総額が1984年から1993年にかけて年

平均8％で噌刀Ⅱした（図２）⑫。

恒常ドルでの増ﾉﾘ||率一インフレを調整した19Ｍ|ﾐiilli格でみた'7:ii常ドルでは、IlRl際人1-1援

助のｲ｢'1ぴは経常ドルの場合よ')は緩やかなものになる(ｌｘｌ２)。1984年から1993年までの

平均年間｣鋤Ⅱ率は約4％で、1993年の数値は６億95007Ｊドルとなった。

⑫世界銀行の第１次拠llIは変動が激しいので、この数字には含まれていない。｜Ⅱ:界銀行の第１次拠出は突際には何年間

にもわたって文''１されるものであったり、rji付粂'1:や信ITI限度の関係で全額が文'１１きれない場合もあ')１１｝る貸付協定を、

それが結ばれる年に１折計上される。

図２経常ドルと恒常ドルでみた人口援助のための第１

1984-1993年

次拠出とその増加率の推移

(単位：百万米ドル）

1０００
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(注)世界銀行の第１次拠出は含まずロ経常Ｚ恒常
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表２主要援助機関別にみた人口援助のための第１次拠出の推移1952-1993・
（単位：百万経常及び恒常米ドル）

援助国／

『
【、ロ〃』

戸碗氾Ｕ

【皿咀ゾ
ロ
■
■
■
● Ｔｏｔａｌ

1９８４ 1９８５ １９BＧ 1９８７ 1９８１１ １９８円 １９９Ⅱ 1９９１ 1９９２ １９９門
団体 1９８３ １９５２－１９９Ｎ

先進国 ３．７２５ 415 473 484５４２５４３ 5，８ 別懇 774 766 777 9７３６

多国間組織

及び機関ｂ
60. ３］ 雛Ｉ 2１１２４３０ 蹄 砿 102 麺 箙 574.

民間ｃ 726 3０ 3５ 3５１４８１３６ 3９ 4８ 7６ 106 1２４ Ｌ３０Ｃ

小計

経常米ドル’４，５１０ 5３９１６４１１６０９476 躯【０ 675 BIO1６ 副6f２ 926 SMH５ 11,610

1904時点の
476 ５２］ 5１１１５６１１５３５ 5６６ 6$618 726 ８１砺 別砺

恒常米ドル。

世界銀行Ｉ

騨瀞付`’’１ハ ＮＡ ＮＡ ＮＡｌＮＡｌＮＡ ＮＡ ＮＡ ＮＡ ＮＡ lｕ６

騨謙#１バハ ＮＡ ＮＡ ＮＡＮＡｌＮＡ ＮＡ ＮＡ ＮＡ l4EＮＡ

その他貸付ｉ ＮＡ ＮＡ ＮＡ ＮＡＮＡＮＡ ＮＡ ＮＡ ＮＡ ＮＡ ４

小計

経常米ドル 4８眠陶 7２ １３９１１５IHF 1２５ 169 354 107 344 1.855

1984時点の
7１ 4６ 1３２１１４７６ 105 四K０１ 7９ 247I園時

恒常米ドル

総計

経常米ドル’4,905 547 618W８ 5７８１６２９６９５ 8０１ 972 1,306 1,033 1,310 1３，４６５

1984時点の
547 567 6４３１５７５６１１ 6７１ 773 BIBI6 765 9４２

'恒常米ドル

数字は四捨五入してあるので、合計と一致しない時がある。

先進国の項は先進国からＵＮＦＰＡ(国連人口基金)に提供された資金の全てを含む。UNFPAへの拠出は人口援助が目

的と考えられるからである。

多国間資金源は主としてＵＮＩＣＥＦ（ユニセフ＝国連児童墓余)、ＷＨＯ（世界保健機構）及びＵＮ／ＤＤＳＭＳ（1993年の

組織替えでできた国連開発支援及び経営サービス局)であるが、自発的な寄付に頼るＵＮｌＣＥＦを除くと各国に割り当

てた政府拠出金が収入源となっている。これらの拠出金の使途を特定するのは加盟国ではなく、各組織／機関がそ

の管理理事会の承認を得て人口活動のための予算を決定している。このため先進国から人口援助資金としてこれら

の組織に拠出される金額の大部分は先進国の項には含まれない。厳密にいえば開発途上国は開発途上国向けに支出

される援助はしないことになっているが、この金額には開発途上国がこれらの組織に拠出したものを含んでいる。

多国間援助の1952-1981年の数字は確認できなかったので含まれていない。

恒常ドルの基準として1984年を選んだのは全く窓意的なものであり、インフレ及び為替レートの変動を相殺して実

質価格の変化を推定するのが目的である。恒常米ドルは1994年12月のＩＭＦの消賀者物価指数を用いて計算した。

世界銀行の第１次拠出を別立てにしたのは、貸付であるため返済しなければならないこと、及び年々の変動が激し

いためである。

国際開発協会は「主として豊かな国から拠出された資金を有利な条件で最貧国に提供する」（｢世界銀行年次報告書

1994年｣）

国際復興開発銀行＝世界銀行は「その貸出し活動の資金を主として世界の資本市場で調達している」（｢世界銀行年

次報告書1994年｣）

その他の貸付には多国間組織、機関及びＮＧＯを通じての人口援助への･世界銀行の拠出金が含まれている。

ゴ
ュ
頂
●
’

口

ｄ
ｅ

ｆ

９

■
■
■

1７

援助国／

団体

１９５２－

１９８３
１９８４ １９０５ 1９８６ 1９８７ １９８８ １９０９

０９９１

１９９１ １９９２ 1９９３
Total

1９５２－１９９３

３，７２５

60.

726

4,510

ＮＡ

ＮＡ

ＮＡ

395

4,905

415

３１

３０

476

476

ＮＡ

ＮＡ

ＮＡ

7２

７２

547

547

473

3３

３５

540

521

ＮＡ

ＮＡ

ＮＡ

4８

４６

588

567

484

2１

３５

539

511

ＮＡ

ＮＡ

ＮＡ
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１人当りの第１次拠出の増加率

人、援助の増加を測るもう１つの方法は恒常ドルでみた援助額を開発途上国の人口規７摸

と比べることである。表３は１人当りの第１次拠出を示す。この数字は第１次拠出の総額

を全ての開発途上国の人１１の合計で割ったものである⑬。

■1993年の第１次拠'１１のｿJiL模は人１１１人当})で0.146ドルと計算されるが､これは1992年の

（).161ドルに比べて9％の減少である。1984-93年の期間の平均年'１}１１杣||率は約1％だっ

た。

最終支出

1993年の被援助国でのプログラムやプロジェクトに対する股終支'１}は６億1000万ドルに

達したが、これは1992年の６億96()0万ドルに比べて12％の減少だった（表ｌ）⑭。

⑬＠を参照せよ。

⑭世界銀行の貸付協定は何年にもわたって文Ⅱlされるので、最終文出には'''二界銀行の分を念まない。

表３１人当りの第１次拠出の推移1984-1993年
（単位：経常及び恒常米ドル）

1９９７１９Ｉ０１１９Ｉ９１１９９０１１９９１１１９９２１１９９３1９８４ １９８５１１９８[＄

開発途上国人１コ

(百万人）

3’６０４ 3,682３，７６０３，７６０ 3`８３９３`９１９ ４００１ 4,084 4,169 4’２５４ 4,745ａ

人口援助のためのｂ 803 952 926 副箙476 540５３９BFH3 6１４１６０９ BDM6

全第１次拠出

(百万経常米ドル）

1人当りの第１次拠出 0．１３２ ０１４７１０－１４３0143 0－１６０１０－１５５ 0．１６９ 0.197 ０.図218 ０．２１８ 01204

(経常米ドル）

人口援助のためのｂ 4７６ 5２１１５１１5１１ 5６１１、６時 Ｈ６Ｙ６ 眠冊 晒蛎 B18U6 眠面

全第１次拠出

(百万1984年経常米ドル）

１人当りの第１次拠出ｃ

(1984年恒常米ドル）

0．１４６１０．１３７ 0１４１ ０１５６ ０１７４ 0１６１ 0-1460．１３２ ０１４１１０－１３６０－１３６

開発途上国の人口は国連の「世界人ロ推計1994年改訂」（WorldPopulationProspects:Thel994Revision）に

よる。

第１次拠出総額には世界銀行の第１次拠出は含まれない。

1984年の恒常米ドルは1994年の12月現在のＩＭＦ消費者物価指数を用いて計算した。

名

ｂ
Ｃ

1８

１９８４ １９８５ １９８６ １９８７ １９０８ １９０９ １９００ １９９１ １９９２ １９９３

全第１次拠出

(百万1984年経常米ドル）

１人当りの第１次拠出ｃ

(1984年恒常米ドル）

3,604

476

０．１３２

476

0.132

３，６８２

540

0.147

5２１

ｑｌ４１

３，７６０

539

０．１４３

511

0.136

3`８３９

614

0ユ6０

561

0.146

３，９１９

609
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535
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4,001
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0.169

566

0.141
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803

0.197

638
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926
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先進援助国

第１次拠出の総額

１９の先進|亘l;1からの第１次拠１１｝（経常ドルで計jYil:）は1993年には７億7700万ドル⑮に達し

た。これは、１１上界銀行の第１次拠||}を含めた国際人'1援助の60％に近く、’''二界銀行の第１

次拠{}}を含めない場合には約8()％に相ｊ１Ｈｉする（表２）。

■19の先進|:iilの1993年の第１次拠ｌｌＩは1992年の７億66()()〃ドルに比べて１％の増力｢1であっ

た（表２)。このうち11ヵlTilで19カ国の1993年額の約97％を['1めた（図３及び図４)。

■米国は1993年も最大の援助ＩＩｉ１で、人口援助として３億6700万ドルを拠１１几た゜これは主

要拠１１}|:fll9力|玉|の総計の47％を,'1める。

■|｣本は第二の援助国で1993年の拠出額の約8300万ドルは19カ国の総計の11％を占めた。

■その他の大Ｉ｣援助国は（｣二から)'IrIに）ドイツ、災|玉|、ノルウェー、オランダ、スウェー

デン、デンマーク、カナダ、イタリア、フランスであった。

1993イドに1992年より第１次拠ｌｌＩを増額したのは１９カ国'116カ国に過ぎなかった⑯(付表１）。

最大の増力Ⅱを示したのは米rKlで1992年よ')570()刀ドル増額した。

残')の13ヵ|:kl中、１１ヵ|玉|は人'1援助支'1}を縮小した⑰。（ルクセンブルクとスペインは水

口書で初めて調査の対薑象になったので1992年との比較ができない｡)１１カ国からの人'1援

図３主要援助国の人口援助のための第１次拠出の割合1993年

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

７
１
７
６
６
５
５
４
３
２
２
３

４
１

国
本
イ
国
ル
ラ
ウ
ン
ナ
タ
ラ

米
日
ド
英
ノ
オ
ス
デ
力
イ
ブ

'ソ

ンデ
ク

エ
ダ
一
一

ア
ス

ウ
ン
エ
マ
ダ
リ
ン
他

￣ii蕊露議iijiiiii

鑿11hJ/;１>/÷
､ｕ

その

(注)四捨五入のため、パーセンテージの合計は100を超える。

その他に含まれているのは割合が1.5％に達しない国々。

1９



肋の縮小の大きな原'八|は為稗レート変動及び国|ﾒlの経済圧力で、ｌＩｉｌ際開発援助の縮小に

結びついた。最大幅の落ち込みを記録したのはスウェーデンてく1993年の拠出額は1992

年に比べて2600万ドルの減額だった。主な原因は1992年から1993年にかけてスウェーデ

ンの通貨クローナが30％近く下落したこと、それに)]Ⅱえて匡|内経済の圧力で援助予算を

約12％iIjUlliせざるを得なくなったことである。フィンランド、ドイツ、ノルウェーも1992

年と比べてそれぞれ約12()0万ドルの減少を見た。フィンランドの場合、1993年の激しい

不況のなかで各国政府はその年のＯＤＡ予算の削減を余儀なくされた。

⑮綱炎に対してドイツのみが実際の文}Ⅱ額を示さなかった。その代わりl993j1二のODA公約額を提示したので､４鷺[`1書で

はそれをドイツの文(|(額としてiil-上した。その他いくつかの国が、人11援助について本['｢,'ｻﾞで使っているものより広い

定義を用いた。他との比較を可能にするため、これらの政府の数字を本I`1,1$の定義の111きづいて計上し直した。広い定義

に従えば､これらの1玉|の第１次拠lIlは次のようになろう。フランスの場合は人口援助の定義に111Ｖ／AIDS1幾1係の支出を

jjⅡえているため、1993年の節１次拠Ｉｌ１は2500万ドル'二近卜l〈。イタリアの場合はプライマリー・ヘルス・ケア、ＨＩＶ／

ＡＩＤＳ、栄養改・ｉ１ドプログラムなどを人１１援助に力Ⅱえｵしば、1993年の第１次拠''１は3700〃ドルを超えるだろう。’し|父の場合

はj1L礎保健及び１ｹ<嫌、雄礎教育及び11剛難ｉｉⅡＩ練、それに女ｌｌｌﾐの教育を人１１磯llhに力１１えているので、1993年の雛1次拠出は

2徳7200万ドルになったと考えられる。スペインの場介は、ＡＩＤＳ及び'|'|愁染症予防、識字対莱や基礎的社会サービスの

ｉｒ１]上を人[｣援l1jjの定浅に加えているため、1993年のjliil次拠出は]100万ドル近くに上ったと考えられる。

⑯1992年に比べて1993年のイタリアの人[I援助が急｣W|したのは、イタリア政府が人｢I援lIhのもっと詳しい情報を得る努

刀をした結采である。

⑰英国の人１１桜lUjのための第１次拠''１は1ｺﾞ1国通１１tで!;１.燃した場合は1992年から1993年にかけて7％増力||したが､為櫻レー

トの変動の結采、米ドル表示では減少となった。ニュージーランドの人11援助拠出はl411Ii1jimlYベースでは27％の増力11を

みたが、1992年から1993年にかけてニュージーランドからの文出の報fIr計算方法が変わったため、米ドル淡水では増加

が)幻映されなかった。

図４経常ドルでみた援助国の人口援助のための第１次拠出1993年
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援助国の第１次拠出の対ＯＤＡ比

1993年に援助ｌｌｉｌが人'1援助のために拠出した瓶は政府|｝'１発援助（ＯＤＡ）総額の1.4()％に

達した（図５）。これはﾉＭ１書が扱っている過去10年間で三番目に商い割合である。

ＯＤＡ比では援助国に大きなばらつきがある。1992年とl1O様、トップはノルウェーでODA

総柧の4％以上を人｢l援助に振り向けた。過去1()年間、1988年（この年は3.8％）を例外と

してノルウェーはＯＤＡの4％以上を人1｣援助に当ててきた。米国は1985年、1989年、1991年

に続いて1993年にもＯＤＡの3％強を人口援助にＩｉＵけた。その他フィンランド、デンマーク、

スウェーデン、英国、ルクセンブルク、オランダ、カナダもこのllliiで1993年の人1-1援lDjが

ＯＤＡの1％を越えた。

図５援助国の人口援助のための第１次拠出の対ＯＤＡ比1993年
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援助国の第１次拠出の対ＧＮＰ比

１国の人１１援助に対する貢献度をi1Uるもう１つの尺度はその第１次拠(1)の|玉|民総生藤

（ＧＮＰ）比である。

援助国が1993年に人1｣援助のために拠(1)した資金はＧＮＰ総額の0.0042％になったが、こ

れは過去10年間では２番目に低い;|;１１分であった（図６)。

1993年には過去10年間のどの年とも同様にノルウェーは人11援助の対ＧＮＰ比でトップに

立ち、ノルウェーの対ＧＮＰ比は０．()4％を上回った。

ここ10年ⅡⅡデンマークとスウェーデンも毎年ＧＮＰの().()1％以｣二を人11援叫jに振})|ｲﾘけて

きた。

図６援助国の人口援助のための第１次拠出の対ＧＮＰ比1993年

国ＯＤＡ総額

（百万米ドル）
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多国間組織及び機関

国連システム

多国間組織及び機関が人Ｕ援助のために使う資金の大部分は開発援助委員会（ＤＡＣ）加

盟国の政府から出ている。従って、ＤＡＣ加盟国である19の先進援助国が多国間組織及び機

関に提供した資金は本白書の諸表には､､先進国〃（例えば表２参照）のなかに含まれる。多

国間組織及び機関はこの他にその他の先進国からの資金、開発途上国⑱からの資金、さらに

手持ちの資金の利子がある。ＤＡＣ加盟国からの資金を除いた資金は多国間組織及び機関の

第１次拠出と見なされる。世界銀行を除いた多国間組織及び機関の第１次拠出は1993年に

は6600万ドルに達した。1992年に対し22％の伸びであった（表２)。

多国間組織及び機関の人口援助の重要性を一番よく示すのが、これらの組織及び機関を

通して配分される資金の流れである（図７)。

■人Ll援助資金の供給者として国連人口基金(ＵＮＦＰＡ)の重要性は群を抜いており、１９９３

年には２億3400万ドルの資金を動員した｡1969年に活動を開始して以来､ＵＮＦＰＡは人｢」

分野においては国連援助活動の中心的存在である。

■世界保健機関(ＷＨＯ）も相当規模の人口援助の提供機関であＩ)、1993年には4000万ドル

の資金をこの目的に振り分けた。

中間援助国／団体の間では、開発途上国の最終被援助国／団体に届くまでに資金がいく

つかの組織を通過することがある。

世界銀行

世界銀行は人口分野で活躍した最初の多国間組織及び機関の１つである。世界銀行の貸

付は、家族計画サービスの実施、人口政策の開発、出生力調査や国勢調査などを支援して

いる。

従来の白書と同様に本白書も-世界銀行を別立てで扱っているのは、世界銀行の活動が贈

与ではなく返済義務のある貸付であるからだ。従って、世界銀行の第１次拠出と実際の支

払いの間には大きくかつ変動の激しいギャップがあり得る。さらに、‐世界銀行の金額は何

年にもわたる支払契約を協定が許可になったその年に一括計上される（表２)。

1993年の世界銀行は人口援助のために約３億4400万ドルを提供したが、それは1984年以

降では人口援助額では２番目に大きな額であった。このうち、１億9500万ドルが有利な条

件の国際開発協会(IDA)貸付、’億4500万ドルがその時の市場レートで供与される国際復

興開発銀行（IBRD）貸付であった。

⑬多|刊'１M組織及び機関は人１１援助のために文ｌｌｌされた資金の源が先進圧|であったか|;M発途上llilであったかは一般的には

区別できない。人１１援助のための資金がI)3発途上'１１|から出ていたとしても多国間ﾎﾟ１１織及び機|塊Iの通常子、:のほんの－．部

を,'1める程度であろう。本14111$は、開発途｣二国からの資金の流れよりは|;'1発途上|玉|ヘの資金の流れに焦点を当てている。

－２３



図７多国間組織及び機関が人口援助のために受け取った収入1993年。

'233.944UNFPA（国連人口基金）

ＷＨＯ（世界保健機関）

ＵＮ

ＵＮ１ＣＥＦ（国連児童基金）

ＵＮＤＰ（国連開発計画）

lLO（国連労働機関）

FAO（国連食糧農業機関）

ll39902b

~］ lＯ９７２ｃ

一
Ⅱ

6，２６００

Ｉ

１－４４４

lｌ８０Ｉｌ

IＬ１５４

Ｉ 5[Ｉ 1００１５０２００

(単位：百万経常米ドル）

２５[Ｉ ３０[Ｉ

多国間組織及び機関以外の資金源からの収入を示す。本白書で使っている方法ではＵＮＦＰＡの場合を除いて、多国間

組織及び機関の収入は常に全支出と援助を提供する際の管理費の合計に等しい。

ＷＨＯから提出された人口援助のデータには、保健人的資源部（DivisionofHumanResourcesforHealth)と疫学

監視及び情勢傾向アセスメント部(DivisionofEpidemiologicalSurveillanceandHealthSituationandTrend

Assessment)の活動の一部が含まれている。

国連とは国連開発支援及び経営サービス局（ＤＤＳＭＳ）と地域委員会を指す。

UN1CEFのデータは本白書における人口援助の定義に合うよう調整した｡ＵＮｌＣＥＦの広い定義には女性の地位向上に

加えて特に女'性の基礎教育と識字推進への支援が含まれている。この定義によるＵＮＩＣＥＦの1993年の人口援助のため

・
乞
一

5

Ｃ
目

の収入は約6300万ドルとなる。
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非政府組織（ＮＧＯ）

第１次拠出

ＮＧＯは人｢1援助の爪要な第１次援助団体である。

四人11援助のために民''１１から提供された資金はl993fl2にはｌｲX1ji2400ｿＪドルに達した。これ

は1992年の］億60()ﾉｊドルに比べて17％の増力'1である（表２)。

１９９３１１二に掴際人|I緩｣Ujの盗金を提供したjMl織としては金柧の多いl1UIに、フォード財|竜'1、

マッカーサー財|､11、ロックフェラー財団、ポピュレーション・カウンシル、メロン財上１１

国際家族計iII1i述WＭ（Ⅱ〕PF)⑪、ＤＫＴインターナショナルとヒューレット財団がある（図

８）。これら８つのＮＧＯは1993年に民間から提供された企節１次拠(1)の66％を占めた。

⑲IPPFの盗金のほとんどは先進Ijl1からの拠出である。従って、この点か!.〕！；えば、援助供リ先進国が第一次拠出者であ

って、ＩＰＰＦはそうで･はないということになる。

人口援助のためのＮＧＯの第１次拠出の割合1993年図'８

「
フォード財団

マッカーサー財団

ロックフェラー財団

ポピュレーション･カゥンシル

％
％
％
％

７
９
９
８

１

≦
_パプハ

－－－ｱーー》’

メロン財団

ｌＰＰＦ

ＤＫＴインターナショナル

ヒューレット財団

その他

％
％
％
％
％

６
６
６
５
４
３

(注)|ＰＰＦ＝国際家族計画連盟

その他はその割合が全体の2％を超えない団体を指す。
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最終支出

ＮＧＯは主要なＩＩ１ｌＨＩ盗金源で､ある。

■開発途上国における人11活動のためにＮＧＯが1993年中に支Ⅱ)した資金は約２億4000万ド

ルに達した（表４)。

人1｣援助のためにil上大の妓終支(｣)を行ったＮＧＯは国際家族計illli述｣M1(IPPF)、ポピュレ

ーション･カウンシル､1'1発的避妊手術のための協会(Associati()、｢()rVoluntarySurgical

Contraception＝ＡVSC)，パスファインダー･インターナショナル、ポピュレーション・

サービス･インターナショナル､保健鮫;適技術計lnli(ProgramforAppr()priateTechnology

inHealth＝ＰＡＴＨ)とファミリー・ヘルス・インターナショナルである。これら７つの

ＮＧＯは合わせて1993年'|'に人'1援助のためにＮＧＯが支{})した肢終支１１}の85％を占めた

（図９）。

図９人口援助のためのＮＧＯの最終支出の割合1993年

ＩＰＰＦ４１％

ポピュレーション･カウンシル１１％

％
％
％
％
％
％

８
７
７
６
５
５
１

ＡＶＳＣ

ﾊﾟｽﾌｧｲﾝﾀﾞｰ,ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

ＰＳ１

ＰＡＴＨ

ＦＨｌ

その他

(注)|PPF＝国際家族計画連盟

ＡVSC＝自発的避妊手術のための協会

ＰＳ|＝ポピュレーション・サービス・インターナショナル

ＰＡＴＨ＝保健最適技術計画

ＦＨｌ＝ファミリー・ヘルス・インターナショナル

その他はその割合が全体の2.5％を超えない団体を指す。
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被援助国／団体

1993年''１、人I1i1iillil1ための国|祭援助を受けた|;Klは174ヵ|玉1に」zった゜

最終支出

1993ｲ｢｢１１の人口援助ための最終支|}(は､経常ドルで1992年の６億9600万ドルから６億10()(）

万ドルに減少した（表４）。

■1993ｲIﾐ111に人｢1hIhDllのために使われた総額||i、先進国が二|]illl1I1プログラムを通じて3()％、

多｢IiillHMlll総及び機|;1Mが31％、国際ＮＧＯが39％を文I')した。この割合は援助国／団体から

被援助１J苞|／団体への援助の直接的な流れを表している（lixll）。

資金の流れ

ａ人｢|援助のための二|玉|間組織及び機関の最終丈１１}は1993年には１億83()０７Ｊドルに達した

が、これは1992年の２億2800万ドルに比べて20％の減少である。

沮人11援助のための多|:１１間組織及び機関の岐終文||}は1993年には１億870()刀ドルに達した

が、これは1992ｲ|ﾐの１億840()フノドルに比べて2％の増力11である。

■人｢1援助のためのＮＧＯの最終文{|}は1993年には２億4000万ドルに達したが､これは1992

年の２億8400万ドルに比べて15％の減少である。

表４が示すように1984年と1985年には多国間ルートが優勢で、全最終文ｌｌＩの約５分の２

をlIiめていた。1986年と1989年から1991年にかけては二国||}]の償接ルートが約５分の２

を,1iめて主流となった。1987年、1988年、1992年と1993年にはＮＧＯが全体の約５分の２

を,'iめて、人Ｌ１援助のための最終支出の｢'１心的ルートとなった。

表４ルート別にみた人口援助のための最終支出の推移1984-1993年
（単位：百万経常米ドル）

|援助ルート 1９８４１１９８５１９８６１１９８７１１９８８１１９８９１１９９０１１９９１１１９９２１１９９３

二国間

（％）

1６２ Mｍ８ 2３１ 冴那 BUH8 1BIG134 1６１ 1928 145

33％ 30％32％ 34％ 36％ 36％ 29％ 40％ 38％ 39％

多国間圏

（％）

143 l７Ｃ 249 1８４ 1８７172 lHM5 l[噸 1１２ 1,2

28％ 34％ 26％ 31％40％ 39％ 30％ 28％ 29％ 28％

2０１ 196 ?８４ 翅【０11s 125 １２１ l田町 2４２ l６ＥＮＧＯ

27％ 41％ 39％(％） 28％ 34％ 37％ 43％ 32％ 33％27％

総計ｂ 407 517 剛Ｈ 732 BIH6 6104澱 469 :1616 5６７

ａ世界銀行の貸付はしばしば数年にわたって支払われるので多国間ルートに世界銀行は含まれない。

ｂ四捨五入のため総計は三つのルートの合計と一致しない（または100％とならない）時がある。

2７

援助ルート １ 8４ １９８５ 8６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 9０ １９９１ 1９９２ 1９９３

二国間

（％）

蝋蹴㈱鰯
多国間ａ

（％）

ＮＧＯ

（％）

総計ｂ鱒
ｘ，１３

134

32％

172

40％

119

28％

425

1６１

34％

183

39％

125

27％

469

129

36％

105

30％

１２１

３４％

355

145

36％

112

28％

150

37％

407

163

29％

162

29％

242

43％

567

208

40％

143

28％

166

32％

517

231

38％

170

28％

201

33％

602

286

39％

249

34％

196

27％

732

228

33％

184

26％

284

41％

696

183

30％

187

31％

240

39％

610



最終支出の配分

174の開発途｣二国が受け取った国|祭人||援助は平均すると１国LlｲＩ)ほぼ250万ドルとなっ

た(表５)。表６は援助額別にみた各地域の国の数と11;'1谷を示している。過半数の|]:Ｉ(58％）

は100万ドル以下の援助しか受けなかったが、１０ヵ国(6％)は１０()()フノドルを超える援､11を受

けた。過半数の国が100()フノドル以上の援助を{受けたという点でサハラ以南のアフリカが唯

一の例外となっている。アジア・太平洋地域の６ヵ国が1000万ドル以上の援助を受けた。

1人当りの最終支出の分布

ある国が'受ける資金額は人ｎ規模と関連しているのが普通である。とすれば、1人当り

の支出額は|玉1家間、地域'''１の資金手当ての差を分析する物差しとなり得る。

全地域の全|)M発途上国の1人当りの援助額は0.091ドルだった（表７)。サハラ以南のア

フリカ諾|玉|が１人当りの().277ドルで-|ｌＷＭ｣也域のなかでは最高の援1111額となっている。ラ

テンアメリカ・カリブ海地域の１人当りの援助額は().168ドルで第２位。中東・北アフリカ

地域が0.151ドルだった。アジア・太平洋地域は００５０ドルで先の３地域の３分の１かそれ

以下。最近になって被援助|｣§|地域として笠場したヨーロッパは歳低で、１人1'1りの援助額

の大きい３地域の約20分の１だった。

１人当')の妓終支出の分布も５つの地域内で大きな差異があった(表８)。サハラ以南の

アフリカ、アジア・太平洋地域、ラテンアメリカ・カリブ海地域では約５分の1以上の国

が0.75ドルまたはそれ以_'二の１人当|)の文'１１を受けた。他方、ヨーロッパ、中東・北アフ

リカとアジア・太平洋地域の過半数の|;|:|の１人当りの援助額は0.15ドルに達しなかった。

ｌ国内及び二lJil間以上の活動を合わせた人｢]援助のための支Ｉｌ１はサハラ以南のアフリカ

で１人当りベースで競高のｲ''１ぴを見せている。本白諜が扱っている10年間では１人当')の

支出額は'倍｣Ｍ１した（付表６)。ラテンアメリカ・カリブ海地域と''１束.-|ヒアフリカ地域で

も、サハラ以|櫛アフリカほどではないが、１人当})の援助額が|棚Ⅱした。アジア・太平洋

地域の１人)'１１)の最終丈}||は約0.06ドルで鑑定している。

表５地域別にみた国単位の人口援助のための最終支出1993年
（単位：百万経常米ドル）

団 地域内式

最低

(ドル）

最高ａ

(ドル）

各国計

(ドル）

平均a

数 (ドル）地域

アフリカ（サハラ以南） 4６ 1８，６０７ １６，９０９`000 3,167,000 145,684,000

アジア･太平洋 4５ 1４２ ３９，５７５’000 ３，４２０，０００ 153’８７７，０００

ラテンアメリカ．
眼 １冊 14,490,000 1,994,000 77,760,000

カリブ海

中東・北アフリカ 亜 １２"４５０ １２`７３０ＰＯＣ 1,927,000 ４６，２５１’０００

ヨーロッパ 郡 lH0 897,00Ｃ 148,000 ２９５９`０００

全地域 174 1８ 39’575POC 2,470,000 429,710`ＯＯＯｃ

最低、最高、平均は1000以下で四捨五入。

地域各国計はその地域のために使われた最終支出の合計。その地域の２ヵ国以上で行われた活動や全世界・地域間

活動のための資金は含まれない。

全地域の総計にはスウェーデンが二国間支出援助として1993年に一括して経常した317万8000米ドルを含んでいる。

２

５

、

2８－

繍欝臘蝋鱒
欝

地域 蕊

蕊蕊蝋

蕊
騨数

蕊国 鱗

最低

（ドル）

最高ａ

(ドル）

平均ａ

（ドル）

地域内ａｂ

各国計

（ドル）

６
５
９
４
０

４
４
３
２
２

４７１

1８，６０７

142

1８

1２，４５０

180

1８

１６，９０９`000

39,575,000

14,490,000

12,730,000

897,000

39,575,000

３，１６７，０００

３，４２０，０００

1,994,000

1,927,000

148,000

2,470,000

145,684,000

153,877,000

7７，７６０，０００

４６，２５１，０００

２，９５９`000

429,710`ＯＯＯｃ



表６各地域における国単位の人口援助のための最終支出の分布１９９３年

_￣￣

国の数

最終支出額 ラテン

アメリカ・
カリプ海
数％

中東・
北アフリカ
数％

アフリカ

(サハラ以南）
数％

アジア・

太平洋
数％

(1000経常米ドル） ヨーロッパ
数％

全地域
数％

1９（49％）1０（22％）２４（53％） 1４（58％） 1８（90％〕 8５（49％）500ドル以下

４（9％）’５（11％） ３（8％） １（4％） ２（10％） １５（9％）500～900ドル

1２（26％）’７（16％） ８（20％） ５（21％） ０（0％） 3２（18％）1,000～2,999ドル

１８（4％）’６（13％） １（3％） １（4％） Ｏ（0％） １０（6％）3,000～9,999ドル

２（4％）１６（13％） １（3％） １（4％） Ｏ（０％） 10（6％）'01000ドルまたはそれ以上

4６（26％）１４５（26％） 3９（22％） 2４（14％） 2０（11％） 174（100％）地域計

(注)％は小計を基に計算した。四捨五入のため、合計が100にならない時がある。

表７地域別にみた１人当りの国単位の人口援助のための最終支出1993年
（単位：百万経常米ドル）

国

地域内

国全部

(ドル）

最高額

(ドル）

鎧低額ａ

(ドル）数地域

アフリカ(サハラ以南） 0004 ２９２２ ０２７７4６

００５０アジア・太平洋 l７５０Ｃ4５

■
■

Ｔ
印
△

■
Ｐ

0－１６８ラテンアメリカ・力リブ海 ０．００２ ３６３６GＢ

０．３９８ ０１５］中東・北アフリカ ０．００２2４

0.008ヨーロッパ ０別鋼叩 ＊

009lｂl7-HOIO全地域 1７４ ＊

(出典）１人当りの計算の基礎になった各国の人口は国連の｢世界人口推計1994年改訂｣(WorldPopulationProspects:The

l994Revision)による。

ａ最低柵の＊印は１人当りの額が１米ドルの1000分の１の半分に達しないことを示す。

ｂ全地域の１人当りの額の計算の際､スウェーデンが＝国間援助支出として1993年に一括計上した317万8000ドルを加

えた。

2９

覺終支出額

1000経常米ドノ１

蝋灘、国の数鰯繍鋤蝋醗鱗

アフリカ
（サハラ以南）
数％

アジア。

太平洋
数％

ラテン

アメリカ.

カリプ海
数％

力

癒
り

一
巣
フ

％

，
中
ア北
数

Ｉ雛ｉ

ヨーロッパ
数％

全地域
数％

500ドル

500～9０

１，０００～

以下

０ドル

2,999ドル

3,000～9,999ドル

101000ドルまたはﾓｵL以上

地域計

1０（22％

４（9％

1２（26％

１８（4％

２（4％

4６（26％

2４（53％）

５（11％）

７（16％）

６（13％）

６（13％）

4５（26％）

1９（49％）

３（8％）

８（20％）

１（3％）

１（3％）

3９（22％）

1４（58％）

１（4％）

５（21％）

１（4％）

１（4％）

2４（14％）

1８（90％）

２（10％）

０（0％）

Ｏ（0％）

０（０％）

2０（11％）

8５（49％

１５（9％

3２（18％

1０（6％

10（6％

174（100％

磐蕊蕊
国

数

鎧低額ａ

（ドル） 蝋濡雰Ⅷ
地域内

国全部

（ドル）

リ
ア
ン
・
ロ
域

フ
ジ
テ
東
一
地

ア
ア
ラ
中
ョ
全

６
５
９
４
０
４

４
４
３
２
２
７

0.004

＊

0.002

０．００２

＊

＊

２－９２２

1７．５００

３．６３６

０．３９８

０．２６５

1７．５００

0.277

0.050

０．１６８

０．１５１

０．００８

0.09lｂ



表８各地域における１人当りの国単位の人口援助のための最終支出の分布1993年

国の数

１人当りの
最終支出額
(経常米ドル）

ラテン

アメリカ・
カリブ海
数％

中東・
北アフリカ
数％

アフリカ アジア゜

太平洋
数％

(サハラ以南）
数％

ヨーロッパ
数％

全地域
数％

2７（60％）６（13％） ９（23％） 1３（54％） 1９（95％） 7４（43％）０．１５ドル以下

1０（22％） ２（4％） ５（13％） ８（33％） １（5％） 2６（15％）０．１５～０．２９ドル

７（15％） ３（7％） ０（0％）７（18％） ３（13％） 2０（11％）0.30～０．４４ドル

1０（22％） １（2％） ４（10％） (0％） Ｏ（0％）0.45～０．５９ドル １５（9％）

４（9％） (0％） ３（8％） ０（0％） Ｏ（0％）０．６０～０．７４ドル ７（4％）

９（20％）0.75ドルまたはそれ以上 1２（27％） 1１（28％） ０（0％） ０（0％） 3２（18％）

4６（26％） 4５（26％） 3９（22％】全地域 2４（14％） 2０（11％） 174（100％）

(出典)１人当りの計算の基礎になった各国の人口は国連の｢世界人ロ推計1994年改訂｣(WorldPopulationProspects:The
l994Revision)による。

(注)％は小計を基に計算した。四捨五入のため、合計が100にならない時がある。

図１０人口援助のための最終支出の地域別割合１９９３年
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最終支出の地域別配分

1991年を例外として、過去１０年間の人口援助資金の最大部分がアジア・太平洋地域で使

われた(図10及び付表５)｡1993年には国内及び二国間以上の人口援助資金の27％がアジア・

太平洋地域に向けられたが、これはサハラ以南のアフリカ向けと同じ比率だった。1992年

と比べると1993年の資金配分には顕著な違いが現われた。

■サハラ以南のアフリカで､の人Ｕ援助のための最終支出は1993年は’億6200万ドルで､１９９２

年の１億7200万ドルから６％の減少。

■アジア・太平洋地域での人口援助のための最終支出は1993年は’億6600万ドルで、１９９２

年の２億1100万ドルから21％の減少。

■ラテンアメリカ・カリブ海地域での人口援助のための最終支出は1993年は’億1100万ド

ルで、1992年の9700万ドルに比べて１４％の増加。

■中東・北アフリカ地域での人口援助のための妓終支出は1993年は5300万ドルで、1992ｲｌｉ

の4200万ドルに比べて26％の増加。

■ヨーロッパでの人口援助のための最終支出は1993年は500〃ドルで、1992年の630万ドル

から21％の減少。

■全世界的及び地域間の人口活動の競終支出は1993年は’億1100万ドルで、1992年の１億

6800万ドルから34％の減少。

アフリカ（サハラ以南）地域-1984年時点ではサハラ以南のアフリカでの人口援助のため

の最終支出の半分近くが多国間協力によるものであり（図11)、NGOが約３分の１、二|歪'1111

協力の占める割合は約５分の１であった。しかし1980年の終わり頃には二国間ルートの援

助が急速に増加した。二国間援助の割合は1984年の21％から1993年には40％に上昇し、多

国間ルートの割合が減少した。

アジア・太平洋地域-1984年から1993年までの期間中、1991年を唯一の例外として、人口

援助資金はアジア・太平洋地域で最も多く使われた。これにはいくつかの理由がある。ア

ジアの諸国が際限のない人口増加によって生ずる問題に早くから気付･いたこと、人口援助

を含めた開発援助を受け入れ易くするような社会基盤と行政組織が存在したこと、主要援

助国とアジアの被援助国との間に二国間の援助パイプが確立していたこと、などである。

1984年から1993年までの１０年間、この地域における人口援助のための最終支出は二国間ル

ート経111が圧倒的であった（図12)。
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ラテンアメリカ・カリブ海地域-1985年を除いて過去１０年間ラテンアメリカ・カリブ海地

域での人口援助のための最終支出の50％近くがＮＧＯを経由した（図１３)。ＮＧＯルートの重

要性は1988年から1991年にかけて相対的に下落したが、1992年には再び上昇した。1993年

には最終支出の約51％がＮＧＯを経由した。1984年から1993年の期間中、二国間協力による

支出は1984年の22％と1990年での最高40％の間を上下した。1993年では二国間援助の割合

は29％だった。

中東・北アフリカ地域―ここ10年間は1992年を除いて中東・北アフリカ地域における人口

援助の大部分は二国間の援助ルートによるものである(図14)。同じ期間中、多国間ルート

の割合は４分の１から３分の1の間を変動し、ＮＧＯルートが５分の１から３分の１を占め

た。1993年には、この地域での人口援助のための最終支出の42％が二国間ルート、２８％が

多国間ルート、３０％がＮＧＯルートを経由した。

ヨーロッパ地域一ヨーロッパの人口援助の支出は1989年東側ブロックとの関係が開かれて

からスタートした。それ以降、多国間ルートが全最終支出の約半分を占めている。1989年

からの５年間､ＮＧＯルートの割合は1989年と1990年の10％以下から1993年の47％へと上昇

した。その代わり、二国間ルートの割合は1889年の49％から1993年の7％以下へと下降して

いる（図15)。

全世界及び地域間活動-1984年と1985年には全最終支出の約４分の１が全世界及び地域間

活動のために消費された。1986年にこれらの活動の比重は11％に激減し、1989年まではほ

ぼその水準で推移した。1990年から1993年の間は全世界及び地域間活動は全体の約５分の

１で安定した。1987年までは多国間組織及び機関がこれらの活動の必要資金の約３分の２，

ＮＧＯが約３分の１を受け持っていた(図16)。二国間協力による資金供給の規模はごくわず

かで､1988年と1991年を除いて5％に満たない｡1988年から1993年にかけてはＮＧＯが全世界

及び地域間活動のための最終支出の半分以上を支出し、この期間中の大部分は多国間組織

及び機関が全体の約３分の１を占めた。全世界及び地域間活動向けとなっている最終支出

の大部分はさまざまな地域に有用な研究に対する支出である。
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図１１ルート別にみたアフリカ（サハラ以南）地域における

人口援助のための最終支出の推移1984-1993年
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図１３ルート別にみた地域におけるラテンアメリカ･カリブ海地域における
人口援助のための最終支出の推移1984-1993年
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図１５ルート別にみたヨーロッパ地域における

人口援助のための最終支出の推移1989-1993年
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援助の機能別の分類

人口援助のための資金は種々の活動を支えているが、主なものは家族計画プログラム、

人口学的研究、政策立案、人１１教育及び人1-1に関係してくるような女性向けの活動で､ある。

本白書では援助国／卜]１体の提供する最終支出を二極の活動に分けて記述することにする。

■中核的活動一人11｣柳'1及びその関述分野に影響を及ぼすような１，１１動のことで、これはさ

らに４つの分野に分けられる。(1)人｢1政策と人I~1動態、(2)データの収集と分析、(3)家族

計画、(4)人｢1教育とコミュニケーション。「'１核的活動の分撤は|:H1述の調整に関する行政

委員会(AdministrativeCommitteeonCo-ordination＝ACC)のプログラム分類に従っ

ている。

■支援的活動一Lli核的活動ではないがそれらとの関連で実施される1i片動、人１１援助に直接

的に貢献する活動及び各機関内で人口援助に向けられた全資金のうち、ほんの名目的割

合しか占めない活動。一般的には女性の役割と地位の向上、う゜ライマ'ノー・ヘルス・ケ

ア、生活環境の改善や国|祭人11移動に関する活動といった人１１援助の一環となる活動を

指す。この二分類でみた妓終支||}は表９にまとめられている。

最終支出の大部分(95％)は'1ｺ核的活動に回され､わずか5％が支援的活動に向けられてい

るに過ぎない。’１１核的活動のうちでは避妊研究と避妊器具を含む家族計画が支出の大半

（70％)を,'7めた。残りの３つの機能にはほぼ同じ割合(8ないし9％)の盗金が振り向けら

れた。

表９機能別にみた人口援助のための最終支出1993年
（単位：百万経常米ドル）

人口活動の機能 割合百万米ドルａ

95％中核的活動も 5８１

9％人口政策と人口動態 説

8％データの収集と分析 510

70％家族計画 43Ｃ

8％人口教育とコミュニケーション 4円

5％支援的活動ｃ 鵬

100％全活動。 610

本調査用に分類されなかった最終支出データは推論して分類した。

人口増加及びその関連分野に影響を及ぼすような活動で、人口政策と人口動態、データの収集と分析、家族計画、

人口教育とコミュニケーションの４部門に分けられる。

支援活動とは女性の役割と地位の向上、プライマリー・ヘルス・ケア、生活環境の改善や国際人口移動に関する活

動といった、人口援助の一環となる活動のこと。

この表の最終支出には世界銀行の分は含まない。世界銀行の貸付はしばしば数年にわたって支払われるからである。

召
一
【
■

０

日

－３６－

人口活動の機能 百万米ドルａ 割合

中核的活動ｂ

人口政策と人口動態

データの収集と分析

家族計画

人口教育とコミュニケーション

支援的活動ｃ

全活動。
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将来の資金需要

1994年にＩ)Mかれた国|祭人｢1開発会議(ICPD)は各|玉|に対し

てそれぞれの総合的な人｢｣プログラムを通じて種々の人口

目標を達成するために全力を尽くすよう呼び掛けた。１１１核

的な人１１プログラムのト|標としては、2015年までに誰もが

リプロダクテイブ。ヘルス(/Ｗ[に関する健康)と家族計画

に関する１１１稗Mとサービスが,受けられるようにすること、乳

児、幼児、妊産婦死-亡率を引き~|､~げること、ＡＩＤＳを含む性

感染症を減らすことが期待される。国|祭人口開発会議はま

た、取り組むべき社会的な１１標として、特に女児と女性に

重点をliftきつつ、学校全入を維持し、’二｜'等教育を奨励しな

がら基礎教育の終了率を引き’２げることを提案した。

このような諸'1標の達成を約束した国は、これらのサー

ビスに対する現在及び将米の111if婆を満たし、その成功に必

要な支援的プログラム活動一情報、教育、コミュニケーシ

ョン、基礎データの収集、政策腱開、;研究など－を行うた

めの政策やプログラムを立案、実施することになろう。も

国|壌人｢1開発会議が期待

する目標を達成するのに

必要な資金は､(1993年ド

ルで)2000年までは年17億

ドル､2015年までは年21.7

億ドルになる。開発途｣■

国での必要資金の33％を

外部から調達するとすれ

,必要な外部資金はば、

200()年までに年５７億 |ご

傭ル､2015年までに年7.2

ドルに逮しよう。

めの政策やプログラムを立案、実施することになろう。もし、リプロダクテイブ・ヘルス

と家族計i1Iliのサービスに対する沸要に応えるような総合的プログラムが実行に移されるな

らば、雌ｆ[のWf及率が上昇し、ｌＦ１２ｌ連の中位の人l1Wk計を達成するために必要な{|}生率の低

下をもたらすものと期待されている。この'１)生率水準は、２１世紀の人１１と|)M発に関する|]ｉｌ

際フォーラム（InternationalForumonPopulationandDevelopmentinthe21stCen-

tury)が'1)したアムステルダム宣言では最小限の||標として裏付けされたものである。この

ようなプログラムを通じて200()年までには開発途上ilIのｌｌ１産可能な既蛎女性の61％が､2015

年までには68.5％が、近代的な家族計､１１１サービスを受けられるようになろう。束ヨーロッ

パや、近年独立した'１１夫アジアの諸共和国でも、近代'''9家族計Ill1iがMiL供されるようになろ

う。

1991年のlIil連総会は、200()年までに中位の人11推計値が達成できるようあらゆる資源を

動員するよう勧告した。当時、この水準を達成するために開発途上国の政府、国|祭社会及

び民間部'１[]が(1993年ドルで)f'二l1lI11億ドル近い資金を川意する必要のあることが計算され

た。妓新の分析では、家族計１１１１iを含む人口とりプロダクティブ・ヘルスのプログラムは少

なく）lLmIiもっても、2000jlﾐまでには(1993年ドルで)ｲ|ﾐ17侭ドル､2015年までには年間217億

ドルの盗金が必要となるものとみられている｡この１１標を達成するには援助|:|:|／団体は1993

年時点で1()億ドルである資金提供を、2000年までには年57億ドルに増力lＩする必要があろう。

3７



国連人ロ援助に関する`情報をもっと知るには

この「世界人口援助白書」の他に、国連システムは国連組織及び機関による人口援助の

推定支出または実績についてのデータを載せた３つの報告書を出している。これらの報告

書に掲載されたデータは範囲、方法論、定義、期間が違うために一致しない。しかし、本

白書と併せて読んでもらえれば、国連システムのなかで人口活動に振り向けられている資

金の規模の概要を知る上での参考となるだろう。

■「アドミニストレーター・レポート：ＵＮＤＰを除く国連機関による技術協力についての

定期及び臨時の予算支出に関する情報｣(InformationonUnitedNationssystemregular

andextrabudgetarytechnicalco-operationexpendituresfinancedfromotherthan

UNDP,ReportoftheAdministrator-DP／1994／Add.'／Ａｄｄ２）は、国連開発計画

（ＵＮＤＰ)を除く国連システム内の諸組織が1993年中に資金提供した技術協力についての

データを載せている。これらのデータは調整に関する行政委員会(ACC)が開発した諸組

織共通のプログラム分類基準に沿って整理されている。諸機関にする定期及び臨時の予

算の支出／拠出に加えて、この報告にはＵＮＤＰ,UNICEF及び世界食糧計画(WFP)に関

するデータ及び世界銀行と国際開発協会(IDA)による技術協力のデータが載っている。

■「調整に関する行政委員会年次報告」1993年度版（AnnualOverviewReportofthe

AdministrativeCommitteeonCo-ordinationforl993-E／1994／14）は政策問題、

特に1993年中の開発のための資金の流れと支出に関する政策問題を概観している。

■｢人口分野における国連の活動についての事務総長報告｣(ActivitiesoftheUnitedNations

systeminthefieldofpopulation,ReportoftheSecretary-GeneraDは国連人口委員

会の２年に１度の総会に向けて準備されるものだが、人口活動のための全ての実際の支

出についてのデータを提供してくれる。(最新の報告書はＥ／ＣＮ９／1994／5でデータは

1990-1991の２年間)。この報告書のデータは二種の異なった定義に基づいている。１つ

はACC分類に従って国連の中核的人口活動と呼ぶべきものに限定したもので、もう１つ

は世界人口行動計画の求めるより広い目標を反映するような活動を含むもの。その結果、

後者の定義に基づく金額はACC分類の基づくものの２倍以上にふくれ上がっている。こ

の報告書からは世界銀行を含んだ国連システムの全多国間組織及び機関の人口援助の詳

しい支出についての情報が得られる。

これら３つの報告はそれぞれの調査をふまえているが、それぞれの組織の定義と解釈を

反映するデータが基になっている。
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付表

表Ａ、１ルート別にみた援助国からの人ロ援助のための第１次拠出の推移1984-1993。
（単位：１０００経常米ドル）
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表Ａ１続く

１９Ｍ１９８５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９，１９９１１９９２１９９３

4％

54％

4％

4％

％は四捨五入してあるので，合計が100にならない時がある。＊印は05％以下を示す。ＮＡはその年に報告がなかっ

たことを示す。

1987年以降の多国間とＮＧＯルートの急激な変化は、計算方法の調整によるもので両者間の実際の変動を示すもので

はない。

自国通貨ベースでは人ロ援助の第１次拠出が増加したのに、米ドル換算では２ヵ国の1993年の援助が1992年より減

少した。ニュージーランドの人ロ援助の拠出金は自国通貨ペースでは1992から1993にかけて27％の増加をみたが、

この２年間の支出データの報告方法の変化が主な原因となって、この増加は米ドル換算に反映されなかった。英国

が人ロ援助のために支出した第１次拠出は自国通貨では1992年の2,870万ポンドから1993年の3,070万ポンドへと7％

増加したが、為替レートの変動の結果、英国の最終支出は米ドル換算では減少となった。

元ソ連。

四捨五入のため、合計とは必ずしも一致しない。

データは外国援助の政府機関の分のみ。これ以外､他の機関に報告された分が1984年には460万ドル､1985年には370

ａ

ｂ

Ｃ

。元ソ連。

ｅ四捨五入のため、合計とは必ずしも一致しない。

ｆデータは外国援助の政府機関の分のみ。これ以外､他の機関に報告された分が1984年には

万ドル。

ｇ1986年、1987年、1988年及び1990年の二国間援助の合計は付表４の合計とは一致しない。

－４１

国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

米国

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

総圓十°

ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

242,364

44％

16％

40％

４１０，６８６１

33％
37％

30％

288179

46％

12％

41％

468,797ｆ

34％
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31％

237,539

43％

0％

57％

483`688

30％９

35％

35％

267.154

55％

0％

45％

542,326

37％９
33％

30％

237,280

56％

０％
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542,584

34％９
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247,440

63％
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568,260

36％
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29％

280,946
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０％
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669.164
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34％
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352,371
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＊％

46％

774,366

7％
32％

31％

309,994

44％
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56％

766,358

30％

34％

36％

366,562

32％
４％

64％

776’６２４

24％

34％

42％



表Ａ、２援助国の人ロ援助のための第１次拠出の対ＯＤＡ比の推移

1984-1993年

１９Ｍ１９８５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９０１９９１１９９２１９９３□

ODAの数値はOECDの「開発協力_DAC加盟国の努力と政策」（DevelopmentCooperation:Effortａ「

theMembersoftheDevelopmentAssistanceCommittee)の1988年、1993年、1994年版からとった。
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表Ａ、３援助国の人ロ援助のための第１次拠出のＧＮＰ比の推移

1984-1993年
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｢開発協力_DAC加盟国の努力と政策」（DeveIopmentCooperation:Effortar
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ＮＡは報告がなかったか、その年のＧＮＰが不明であることを示す。
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表Ａ、４ルート別及び地域別にみた人口援助のための最終支出の推移1984-1993年
（単位：1,000経常米ドル）

１９８４１９Ｂ５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９，１９９１１９９２１９９３

ＮＡはその年にその地域の報告がなかった二とを示す。

数値は四捨五入してあるため、合計と一致しない時がある。

1986年、1987年、1988年と1990年の二国間計は付表１の合計と一致しない。

1993年の二国間計には、スウェーデンが同年の全二国間支出として報告した3,178,000米ドルを含む。

世界銀行の貸付協定は数年にわたって支出されることが多いので、多国間の項には含まれない。
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表Ａ、５地域別及びルート別にみた人ロ援助のための最終支出の推移1984-1993年．
（単位：１'000経常米ドル）
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DＺｂ９１４巴

46％

4％

]％ｃ

％は四捨五入してあるので、合計が100にならない時がある。＊印は最終支出の0.5％以下であることを示す。ＮＡは

その年に報告がなかったことを示す。

世界銀行の貸付協定は数年にわたって支出されることが多いので、多国間の項には含まれない。

数値は四捨五入してあるため、合計と一致しない時がある。

1993年の最終支出の計には、スウェーデンが同年の全二国間支出として報告した3,178,000米ドルを含む。
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表Ａ、６地域別にみた１人当りの人口援助のための最終支出の推移1984-1993年
（単位：経常米ドル）

１９Ｍ１９８５１９DＢ１９８７１９８８１９０９１９９０１９９１１９９２１９９３。

各地域の1993年の人ロは国連の「世界人ロ推計1994年改訂」（WorldPopulationProspects:Thel994Revision）

よる。（それ以前の人ロは同推計の古い版による｡）各地域の１人当りの数字は各地域の合計額をその地域内の開発

途上国の総人ロで割った。

ＮＡはその年に地域の報告がなかったことを示す。ｂ

表Ａ、７ルート別にみたアフリカ（サハラ以南）諸国における人口援助のための
最終支出の推移1984-1993年。（単位:LOOO経常米ドル）
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表Ａ、７続く
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表Ａ、７続く

１９Ｍ１９８５１９０６１９８７１９８８１９８９１９９０１９９１１９９２１９９３

]％

4％

46％

]％

90％

咄

0％

]％

4％

4Ｗ

44兜

44男

％は四捨五入してあるので、合計が100にならない時がある。各国の計も四捨五入してあるので、アフリカ(サハラ

以南）総計と一致しない。＊印は0.5％以下を示す。ＮＡはその年にその国または地域の報告がなかったことを示す。

マイナスは資金が掻助国／団体に返却されたことを示す．

アフリカ（サハラ以南）総計は２つ以上の国で実施された人ロ活動の最終支出と地域内の各国の最終支出の合計で

ある。

ｂ

－５０－

国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1990 1991 1992 1９９３

セーシェル

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

シエラレオネ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ
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計(ドル）
ルート別(％）
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多国間
ＮＧＯｓ
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ルート別(％）
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ＮＧＯｓ
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二国間
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ＮＧＯｓ
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ＮＧＯｓ
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０
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表Ａ、８ルート別にみたアジア・太平洋諸国と地域における人ロ援助のための

最終支出の推移1984-1993年。（単位：1,000経常米ドル）

１９８４１９８５１９８８１９０７１９ＢＢ１９８９１９９，１９９１１９９２１９９３
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国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1991 1９９２ 1９９３

アジア・太平洋

総計ｂ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ニヵ国以上共通

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

アフガニスタン

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

アルメニア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

アゼルバイジャン

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

バングラデシュ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ブータン

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ブルネイダルサラーム

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

カンボジア

計〈ドル）
ルート別(％）

中国

二国間
多国間
ＮＧＯｓ

計(ドル）
ルート別(％）
＝国間

多国間
ＮＧＯｓ
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班
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Ｍ
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表Ａ、８続く
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5４
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％は四捨五入してあるので、合計が100にならない時がある。各国の計も四捨五入してあるので、アジア･太平洋総

計と一致しない。％欄の＊印は0.5パーセント以下を示し、各国の計欄の＊は500米ドル以下を示す。ゼロは最終支

出がなかったことを示す｡ＮＡはその年にその国または地域の報告がなかったことを示す｡マイナスは資金が援助国／

団体に返却されたことを示す。

アジア・太平洋総計は２つ以上の国で実施された人ロ活動の最終支出と地域内の各国の最終支出の合計である。ｂ
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表Ａ、９ルート別にみたラテンアメリカ・カリブ海諸国と地域における

人ロ援助のための最終支出の推移1985-1993年。（単位:1,000経常米ドル）
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表Ａ、９続く
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表Ａ、９続く

１９８４１９Ｂ５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９，１９９１１９９２１９５３

5８

国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

エルサルバドル

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

グレナダ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

グアテマラ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ガイアナ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ハイチ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ホンジュラス

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ジャマイカ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

メキシコ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

モントセラト

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

オランダ領アンチル

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

節
％
％
％
妬
％
％
％
卯
％
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弱
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％
兜
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０
０
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０
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２
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別
％
％
％
ｕ
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＄
％
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Ⅲ
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％
％
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％
％
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表Ａ，９続く

１９Ｍ１９８５１９８６１９８７１９Ｂ８１９８９1990１９９１１９９２１９９３

う４１Ｚ６Ｐ ］１１９４７１８８６１２２４８１１９［

0％’0％１６８％’６６ ]％１０％１０％

多１ 80％１８Ｅ 4％

〕％ｌｌ４９ｆ 4％114％ 4％

］g４ｉ４８８１５ｈ口 川旧

40％’２９F 〕％’１９％’９％’０％’0％Ｉ０％

ろ１ ０％’３Ｅ 4％Ｉ５４％ 4％ ]％

０％ 4％ 49％ 0％’４９％

５３８１４９４１９８６１１２９４１Ｕ、 4８６１１６４

)％１０％’７９劃Ｎｂ 0％ 4％

50％１６ 40％ろＩ 0％’［ 49％１２０％

40％ 46％１３０％’３２９ ０％１“

､８１１Ｉ 98’６１００１７４０』

40％ｌ価 4％！６０％ 4％

ろ’ 4％ 4％’３８９ 0％

0％ 50％ 4％

劃旧 〕％１０％

野屋 )％１０％

３０％1100％

ｌＭｈ 0％’０％’０％’０％’0％ 0％’０％’0％

0％’0％’４９％ろ１１町 3％’0％’６ 0％

]０％’100男 0％１８８％’100％’９４％’100％

9ｈｌｌ８ｉｌｌｌＩｌ

〕％１０％’0％１０％’0％ 4％１０％

49％１６ ]％１０％ろlョIMB 4％

〕％’100％1100％’６

4８１６９

]％’0％，０％’０％１０％’４％ ]％

ろ’１間 0％’０％Ｉ７６％１４８％１５４％，４４％’８％’２８，

〕0％’100％’２４％ 40％’５６％’９０％’６９％

D’ｌＥ
ＩＩ

Ｌ」 8６１１４［

0％１０％１０％１０％’0％’６ ]％

疹陸lIfl 0％１０％ 4％

)4％’７８％’100％’100％’９９％Ｉ８４％’８ RＩＷＡｌロ

ｄｌｂ２Ｕｌ７８９

0％’0％’０％’0％１０％lIlr ]％’９９

塁Ｉ 4％ 119

96％I６６ Rｑ５、'０，Ｉ［］

5９

国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1991 1９９２ 1９９３

ニカラグア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

パナマ

計(ドル）
ルート別(％）
＝国間

多国間
ＮＧＯｓ

パラグァイ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ペルー

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

プエルトリコ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

セントキッツ・ネーピス

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

セントルシア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ'ｸﾞﾚﾅﾃﾞｨｰﾝ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

スリナム

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

トリニダード・トバゴ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ
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５２８
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２
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表Ａ、９続く

１９９２１９９３

]％１０％

､0％’100％

]％’0％

4８４１５上

％は四捨五入してあるので、合計が100にならない時がある。各国の計も四捨五入してあるので、ラテンアメリカ・

カリプ海総計と一致しない。％欄の＊印はｑ5％以下を示し、各国の計欄の＊は500米ドル以下を示す。ゼロは最終

支出がなかったことを示す。ＮＡはその年にその国または地域の報告がなかったことを示す。マイナスは資金が援助

国／団体に返却されたことを示す。

ラテンアメリカ・カリフ海総計は２つ以上の国で実施された人ロ活動の最終支出と地域内の各国の最終支出の合計

ａ

ｂ

である。

－６０

国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

ダークスカイコス賭島
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多国間
ＮＧＯｓ

ウルグァイ

計(ドル）
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ベネズエラ
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ＮＧＯｓ
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表Ａ、１０ルート別にみた中東・北アフリカ諸国における人ロ援助のための

最終支出の推移1984-1993年｡(単位：1.000経常米ドル）

１９８４１９８５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９，１９９１１９９２１９９３
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国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

中東・北アフリカ
総計ｂ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

二ヵ国以上共通

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

アルジェリア

計(ドル）
ルート別(％）
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多国間
ＮＧＯｓ

バーレン
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ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

キプロス

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ジブチ
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ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

エジプト
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ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

イラク
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表Ａ・１０続く

１９９３

6２

国 1９８４ 1985 1９８６ 1９８７ 1988 1989 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

クウェート

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

レバノン

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ
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一
一
一
５
３７

０
一
一
一
８
０８

■

１

％
％
％

２
４
５

３
６

％
％
％

３
５
１

４
４
１

旧
％
％
％
＄
％
％
％
７
％
％
％
皿
％
％
％
ｗ
％
％
％
兜
％
％
％

０
０
０
０
３
０
７

０
０
０

０
０
０
８
７
４
８
１
０
４
６

０
，
６
３

０
０

〃
３
５

７
２

１
１

１
１
３

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
２

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

％
％
％
皿
％
％
％

０
０
０
６
０
１
９

０
９

１

６
％
％
％

０
０
０

０１

妃
％
％
％
田
％
％
％
ｎ
％
％
％
皿
％
％
％
万
％
％
％
皿
％
％
％
羽
％
％
％
ｎ
％
％
％
釦
％
％
％
ｎ
％
％
％

２
０
０
０
５
０
４
６

０
０
０

０
２
８
４
０
２
７
３
０
１
９
３
０
０
０

０
０
０

０
６
４
３
０
０
０

０
９

０
２
７

，
５
３
１

６
３

０
０

７
２

０
１

１
８

１
１

１



表Ａ・１０続く

１９Ｍ１９８５１９８６１９８７１９８８１９８９１９９，１９９１１９９２１９９３

％は四捨五入してあるので、合計が100にならない時がある。各国の計も四捨五入してあるので、中東･北アフリカ

総計と一致しない。％欄の＊印は0.5％以下を示し、各国の計欄の＊は500米ドル以下を示す。ゼロは最終支出がな

かった二とを示す。ＮＡはその年にその国または地域の報告がなかったことを示す。マイナスは資金が援助国／団体

に返却されたことを示す。

中東及び北アフリカ地域の計には１国の範囲を超えて地域に実施された人ロ活動のために最終支出の計と各国に支

出された最終支出の計の総計である。

ａ

ｂ

－６３

国 1９８４ 1９８５ 1９８６ 1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

スーダン

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

シリア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

チュニジア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

トルコ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

アラブ首長国連邦

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯ

イエメン

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯ

旧
％
％
％
印
％
％
％
妬
％
％
％
印
％
％
％
１
％
％
％
弧

２
３
８
９
８
０
６
４
０
０
４
６
２
６
２
２

０
４
６
０

，
２
３
３

７
２

，
３
３
３

２
７

１
８

３
２

１
１

％
％
％

＊
匝
犯

羽
％
％
％
肌
％
％
％
弱
％
％
％
印
％
％
％
皿
％
％
％
肥
％
％
％

３
９
２
９
７
０
５
５
５
４
２
４
３
０
８
２

０
２
８
８
２
６
２

，
５
３

７
２
，
５
４
，
５
４

９
４
５

２
１

１

皿
％
％
％
田
％
％
％
仰
％
％
％
田
％
％
％
加
％
％
％
羽
％
％
％

５
２
４
５
９
０
３
７
２
７
５
８
０
０
０
０

０
６
４
３
０
０
０

，
２
５
２

８
１

”
６
１
１

５
５

９
，
３
６
１

２
５

１
３

刀
％
％
％
卯
％
％
％
⑬
％
％
％
四
％
％
％
１
％
％
％
Ｍ
％
％
％

５
７
３
０
９
０
１
９
７
０
２
８
７
０
１
９

０
０
０
４
２
１
７

，
２
４
３

８
１

４
５

４
５

０
”
２
６
１

２
１

１
２

刀
％
％
％
四
％
％
％
卯
％
％
％
咽

９
０
３
７
８
０
４
６
２
０
６
４
５

７
２

８
１

２
７

Ｌ
３

３
２

％
％
％

６
０
４
１
８

１

％
％
％
図
％
％
％

０
０
０
４
０
５
５

０
，
８
１

１
３

“
％
％
％
羽
％
％
％
兜
％
％
％
臣
％
％
％
０
一
一
一

万
％
％
％

７
１
９
８
３
０
３
７
８
５
２
３
７
９
６
３

４
０
６
４

７
１

７
２

，
６
２
１

，
５
３

７
２

２
１

３
３

３ ５
卯
％
％
％
卯
％
％
％
妬
％
％
％
刀
％
％
％
０
一
一
一

７

５
０
３
７
３
０
３
７
２
２
７
１
０
２
２
５

８
〃

７
２

Ｊ
８
１

６
３

，
３
４
２

１
１

２
３

３

花
％
％
％
弱
％
％
％
弱
％
％
％
胆
％
％
％
０
一
一
一

５９

０
４
８
６
９
０
５
５
１
５
７
６
５
７
９
２

１

７
１

６
３

，
４
３
１

，
５
１
２

３
３

３
３

％
％
％

５
９
６

２
５
１

％
％
％

０
０
０

８
２

６０９
％
％
％

０
５
５
６
３

閉
％
％
％
品
％
％
％
Ⅳ
％
％
％
＊
％
％
％
旭
％
％
％

６
０
１
９
６
５
３
２
８
５
６
９

０
０
０
４
４
２
４

，
８
１
，
６
３
，
５
１
２

０
，
４
５

１
１

６
１

２

卯
％
％
％
弧
％
％
％
曲
％
％
％
豹
％
％
％
弱
％
％
％
乃
％
％
％

５
５
９
６
３
０
２
８
２
３
４
３
９
５
９
５
３
０
０
０
９
５
５
０

７
１

８
１

，
４
３
２

，
６
２

０
”
２
２
５

２
２

３
８

１
１



表Ａ、１１ルート別にみたヨーロッパ諸国における人ロ援助のための

最終支出の推移1984-1993年。（単位:1,000経常米ドル）

１９８４－１m８１９８９１９９０１９９１１９９２１９９３

49％

46％

う回

4％

44％

Ｗｆ､％

DOW ]０％00％

Ｗｆ0％

【Ⅸ

0％ D9f

00％

]％

]0％

]％

－６４

国 1984-1988 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

●

ヨーロッハ

総圓fｂ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

二ヵ国以上共通

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

アルバニア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ベラルーシ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ポスニア･へルツェゴピナ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ブルガリア

計(ドル）
ルート別〈％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

クロアチア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

チェコ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

エストニア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

グルジア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

巧
％
％
％
焔
％
％
％
卯
％
％
％
＊
％
％
％
亜
％
％
％
ｎ
％
％
％
＊
％
％
％
田
％
％
％
夕
％
％
％

９
７
６
７
０
０
４
６
８
０
３
７

０
０
０
３
０
０
０
１
０
３
７

０
０
０

３
６
１

０
０
０

４
４

〃
３
６

９
０

０
６
３

０
９

０

４
２

１
１

１
１

ｃ９６２６

％
％
％
砧
％
％
％
閉
％
％
％

７
５
９
０
１
５
４
８
０
０
０

５
３
”
５
４

０

３
１

印
％
％
％
“

０
５
５
．
０
１

，
２
５
２

６
２

皿
％
％
％
Ⅲ

４
１
１
８
０

，
３
６

３
２

皿
％
％
％
田

９
９
２
９
９

，
４
４

３
２

Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

肥
％
％
％

３
０
０
０

６８２７４２

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

羽
％
％
％

４０１

０
１９
９

％
％
％

０
０
０

０
０

１
１

％
％
％

０
０
０

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

４８１
％
％
％

０
０
０

０
０

１
１

％
％
％

０
０
０

０１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

３２１
％
％
％

０
０
０

０１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ＣＡＮ

８９２
％
％
％

０
９
１
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Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
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Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
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表Ａ１１続く

FTmmiT~l￣T雨i￣「耐i￣可一T雨1￣「了雨Ｉ－ＦＴ弱「

]％

〕％ ]％

３０％ ]0％

]牙 〕％

]0％

､％ ]％

4％

0％ ]％

00％

94％

0％ 〕％

０％

00％

〕％

]％

－６５

国 1984-1988 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

ギリシヤ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ハンガリー

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ラトビア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

リトアニア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ポーランド

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ポルトガル

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ルーマニア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

ロシア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

スロバキア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

スロベニァ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ



表Ａ１１続く

１９８４－１９８８１９８９１９gロ１９９１１９９２１９９３

％は四捨五入してあるので、合計が100にならない時がある。各国の計も四捨五入してあるので、ヨーロッパ総計と

一致しない。％欄の＊印は0.5％以下を示し、各国の計欄の＊は500米ドル以下を示す。ゼロは最終支出がなかった

ことを示す。ＮＡはその年にその国または地域の報告がなかったことを示す。

ヨーロッパ総計は２つ以上の国で実施された人ロ活動の最終支出と地域内の各国の最終支出の合計である。

1992年にチェコスロバキア向けに支出された78,000米ドルを含む。この額は全てNGO経由で支出された。

ｂ
Ｃ

6６－

国 1984-1988 1９８９ 1９９０ 1９９１ 1９９２ 1９９３

ウクライナ

計(ドル）
ルート別(％）
二国間
多国間
ＮＧＯｓ

ユーゴスラビア

計(ドル）
ルート別(％）
二国間

多国間
ＮＧＯｓ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ＮＡ

ＮＡ

ＮＡ

ＮＡ

１２７

０％

100％

0％

叩
Ｍ
Ｍ
Ｍ
、

％
％
％

０
０
９
８
１

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

皿
％
％
％

０
００１

０

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

皿
％
％
％

０
８
２
１
８

＊
％
％
％
羽
％
％
％

０
３
７

２
７

０
７
３

６
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